
2024年度 授業概要
単 科 士 科

必修

選 択
必修 年 次 鐵綴.―

……章甲壇.……科日名
(英 )

口腔解剖学(組織発生学含)

( Oral Anatomy)

ヨース

・業
態

授
形

議義
総時F,科

(単位) タ 目

開講区分

日i時

後

月曜、

【緩業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員 知ヽ見な有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

歯科医師として臨床に務わってきた教員が、歯科衛生士として必要な知識であるEl腔解剖学について講義する。
・発生学を含めた日

'1空

領域の解割学(骨学・筋学)→口腔を3次元的にイメージ
・El腔の構造ならびに歯の形態と組織およびその周露l組織について知識を習得する。
・スケーリングの際歯冠だけでなく協根の形態の理解も必要

※実務経験 19736～ 19746九州大学薗学部付屁病院勤務 197,0～ 2013.3九州大学歯学部(助手～教授)20144～ 20173奥羽大学歯学部動務(教授)

および舌骨止筋群の名称・起始・停止を説明できる
の構造を理解する
に分布する筋・神経・動脈・静脈を理解する

目

顔面領域および口腔領域の各部位の名称を理解する。

腔領域の組織発生を理解する
を理解する

授業計画・内容

1・ 2回 目 「組織発生学」細舟色と組織について理解する

3・ 4回 目 「発生J精子と卵子の発生、染色体、受精と着床について理解する

5・ 8回 国 「歯の発生」について概説できる

7・ 8,9回 目
f歯の解割学」歯の1石死論、苗の記号・用語・形態、歯の表徴、歯の外観と内夜見、歯の支持・固定、永久歯の特徴、乳歯の特徴、歯の配列と唆合、異常
歯について理解する

「口洋空付近の解割学」口腔とは、口唇と頬、口腔前庭、固有口腔、口狭、舌、唾液際、d囲頭、頭蓋骨、止顎骨、口蓋骨、下顎骨、舌骨、額閥節、表1青

筋、ロニ0爵筋、国月空付近に分布する動脈・静脈、頭部のリンバ系、神継系につしヽて理解する

準備学習

評価方法

とめ及び定期試験対策lS園 目

●授業態度
●出席状況(66ィ 7%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以 上)クリアで科目単位取得

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習模化

10回 園

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

受講生への
メッセージ

近年、若年者を中心にう蝕の減少が認められる一方、高齢者人
「

lの増加と中高齢者層の残存鐵数の竣加が相まって、歯周疾患急者数の増加
となつている。さらにインプラント治療の拡大などもあり、む科治狭における中長期的な予防管理 (メインテナシス)の重要性
の中核を担う歯科衛生とに対する期待は一層大きくなつている。
必要な全身の知識に加え、こl腔の専門職として口腔の「構造」と

連携医療のなかで歯科衛生士は他職種とスムーズなコミュニケーションを耳又るために
はますます増大しており、こ

r機言ヒ」を掘り下げて理解する必要がある

科書:医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「口腔解割単・園腔組織発生学・口腔生理撃」

〔

卜甍8布



2024年度 授業概要
韓 嶽 衛生士科

年次 1

担当教員

実務経験
科目名
(英 )

微生物学“口腔微生物学

(Microbiclogy)
講 義

必修

業
態

必修
選択

援
形

F芳号講区分

日 1]―ス

総時間
(単位)

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戴する)

l,,比 生物学 口ヽ盈空微生物学の授業では、歯科医師として陥床に携わつている教員が、歯科衛生士として必要な知識である徹生物学の議義を行う。細菌・真菌、ウィル
スなどの微生物、それによつて引き起こされる歯科領域の疾患について教授する。

※実務経験 1986.11～ 20009九州大学歯学部付属病院勤務 200010～ 20036日 本大学助務 20037～九州大学病院勤務

目標】

こ個ち立 を知るため| の徹生々 性状物の種類 つ し形態や構造 病原性とその経路| てヽ理解する。

て 心をなす免疫学も理解す中 る必要がある

,1費集計画・内容

1回 目 第 1章 微生物の発達と歴史について理解する

2回 目 第2章 徹生物の一般性状について理解する

第9章 4散生物の観察方法について理解する3回 目

4麟 目 第4章 感染、感染と発症について理解する

第4章 感染症の種類、感染の経路について理解する

第5章 免疫について秘1説できる

5回 目

6囲 日

7爾 目 第5章 アレルギーについて概識できる

第6章 病原微生物について壬里解する8回 目

9回 目 第7章 化学療法について理解する

第8章 減薗と消毒の定義について理解する10回 目

11回 目 算8章

'歯

毒と滅営の方法について概説できる

第9章 口腔内常在微生物について理解する12回 目

13回 目 第髯0章 口腔感染症について概説できる

翼4回 目 第11章 病集感染について概説できる

15回 目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体制を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試辱実(60%以 上)クリアで科目単位取得

令牧生物学と1よ 感染症の成り立ちを知る学問です。l葛 々の徽生物の病原性について理解することIよもちろん、病気を起こす側(生体)の防御能について
も知る必要があります。生体防御能の中心をなす免疫学Fよ 鷺科衛生士を目指す学生にとつて最大の関心事である歯料疾患を中心に勉強します。

受講生への
メッセージ

【使用教科審・教材 】

教科書 :医歯典出版 歯科街生学シリーズ「1救生物学」
プリント配布



2024年度 授業概要
学 科 歯科縛生士科

秋Ⅲ 理力口修
択

必
選

必修 1年次
○

衛生学・公衆衛生学

( 用ygiene,Pubttc Health )

名
，
目
英

科

く

篠押業
態

授
形

議襲
開講区分総時岡

(単位) 日・時ヨース 水曜、2時限目

【授業の学習内容

'(※
実務経再央のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

歯科医師として臨床に携わっている教員が、国民の歯科保健の向上を目指し、歯科衛生士として必要な知識である衛生こ公衆衛生学について講義する。園河空衛生
学・歯科保健指導との結びつきが強い科目であるため、口腔領】戴の保健4衛生と関連づけて教授する。スライドやプリントを活用しI理解しやすい工夫をする

※実務経験 20124～ 2013,9九州歯科大学総合診療科勤務 2013.4～ 医療法人茂山歯科医院動務

②疾病や異常の発生要因(因子)を説明できる
④人日の高齢化について考察てきる
⑥環境の重要性を理解で書る
⑥公審問題を解決するための方法を考えることができる

できるが よび園 お

目標】

定義を説明できる

授集計画・内容

1回 鐵 「1章 総論」衛生・公衆衛生定義、健康の概念、ヘルスプロモーション、健康蟷進対策、予防医学の概念、国際保健

2回 目 「2章 人口」人口に関する統計、人口動態統計、生命表

3園 自 「3章 環境た健康」環境と健康の概念、生活環境、廃棄#勿処理、頸境保金

4回 熙 「4章 疫学J疫学の定義および概要、族病、異常(健康障害)の発生要因、疫学研究の応用論、

5爾 目 「6葦 感染症」感染と発瘍、感染の三大要因、感染予防、主な感染症の動向と予防

3回 目 「6章 食品と健!表」国民栄養の現状、食晶衛生

7回 目 r7章 地域保健」地域保健の概念、地域保機の組織、地域の保健計画、地域社会と住民の生活、地域保健活動の進め方

8回 爾 「8章 母子保健」母子保l建の憲義、母子保健続計、母性保健管理、小児保健管理、母子保健対策

9回 鶏 「9章 学校保健」学校保健の意義および概要、学校擦健の活動と組や観、保健組織活動、学校保健活動の推進、食育

10回 目 「10章 成人・老人保健」成人・老人保健の現状、成人・老人保健活動

11回 園

12回 目

rll奪 産業保健」産業保健の概念、職業性疾病、産業保健管理、産業保鯉活動

13回 目

14回 目

15国 自

「12章 精神保↓:J精神保健の憲義、精神l障害の分類、心の健康と障害、ライフサイクルからみた精神保健、精神保健対策

まため及び定期試験対策

準備学習
時伊R阜 外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態慶
●出席1大 沸(66、 7%以上)クリアで定期言式験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科自単位取得

受講生への
メッセージ

衛生学=公衆衛生学は社会医学系に属する学問として位置づけられています。専P身基礎分野にあり「歯・El腔の健康と予防に聞わる人間と社会の仕組
み」の一部を学びます。健康を左右する環境について理解し、次いで個人を対象としたEl腔の1建 l飛 と予防について理解する。そして、祭団を対象とする
地域l黒撻活魏の在り方と、他職種と歯科衛生とと歯科衛生士との聞わり1こついての理解を深めて欲もい。

教科書:医苗薬出版 歯科衛生学シリーズr保健生態学」
プリント配布

【使用



2024年度 授業概要

担当教員
―

必修
選択

必 惨 2年 次
実務経験

II

O
歯科補練学

( Prosthodontics )

科目名
(英 )

業
態

授
影

講義
総時間
(単位)

開講区分 :

曜日'時限ヨース

歯科盗師として大学病院等で臨床に携わる教員が、歯科衛生士として必要な知識で継る現有歯の突驚欠損う喪失歯による形態および機能回復について講義をす
金1う回の講義中12回 自ごろに大学病

の臨床実習に臨む。講義で学習した内容を臨床宴習で実体験することで学習効果を上げる。臨床実習終了後、残りの講磯を実施し、総まとめを行う。

経験 1997.4～ 1998,2九 州大学歯学部付属病院蜜オ務

員 、どのよう【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見 るのか、具体的に記載する)

る。

損に対する歯冠修復と歯列の一部、あるいは全部の歯の欠授に対する咬合回復の治療法を理解する。

擦②捕綴物(義歯、プリッジ、クラウン、インプラント)の種類・特徴とその治療の流れを説明できる

標③歯科補繰治療の準備や補綴物装着後の管理・メインテナンスの重要性を説明できる

〔到連目標】

<具体的な目標>
腔系機能の1孝徴と咬合を説明できる

投素計画・内容

1回 目 I線
~基

礎練 1章 歯君輪r騒治療とは 歯科補繰治療の意義と目的、補綴装置の種類と適応

2回 目

3回 目

滅薗と,肖毒、補繰治丁寮における診擦補騨〕、歯科枝工士との関係、患者に対する指導

2革 歯科補綴治森の基礎知識 歯卵
'の

形態と位置脚係、顎口腔系の機能、崚合とその関連事 I貢、箇の欠擬・襲失に伴う変化・障害、雲関節とその異
常

I編 診察編 1章 クラウン クラウンの分類、臨床ステップの概要、患者指導4国 園

も園 Fヨ
2章 プリッジ ブリッジの構成と材料、臨床ステップの概要、診査、診断、前処置

6回 園 2章 プリッジ 支台歯形成、印象採得 噴台採得 技工依頼、技工操作① 試麹 コア採得

7回 園 2章 ブリッジ 技工操作② 完成ブリッジの試撞、調整 セメント合着 幾着後の注意、口腔衛生指導

8回 目 3章 部分床義歯 部分床義歯の分類、部分床義歯の構成、臨床ステップの概要、患奢指導

9回 目 4章 全部床義苗 全部床義麓の分恕、全部床義歯の構成要素

10回 目 4章 全部床義歯 鑑i床ステップの概要

引回目
6章 補H穀治療に用いられる器材とその管理 切 H可 '研磨 '研磨翔器材、Fp象探得用及び穣聖調整用器材、喚台採得用器材と咬含器、人工戯 器材の
管理

12回 目 6章 特別な名称をもつ義歯 治療目的による名称を持つ義歯、描成によって特殊な呼ばれ方をする義歯、韻顔面補綴装置

13回 目 7章 1語綴装置の補修、除去 クラウン・ブリッジの補惨、除去、有床義歯の1甫 惨

14回 目 8章 下譲運動及び咬合の機能検査 咬合接触状態の検査、下額位および不頭起動の検査法、筋機能検査法

15囲 目 まとめ及び定期試験対策

準備単習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体謝を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
●勉強の習1質化

評価方法

●授業態度
●磯席状況(66フ %以上〉クリアで定翔試験受験可
●定期試験(60。/(〉 以上)クリアで科目単位取得

簡科補綴学は歯科医学のなかでは終末処置を担当している学関である。すなわち、歯の実質欠損や歯が喪央した場合はその部分を入工的なもので
補うことで苗科造療が完了したこと1こなる。毬が失われたことによる機能と審美の1監 下や喪失を回復し、肉体的・綸神的医療を担基する役害IIよ極めて
大きいのです。診療の手順や器具材料に関して熱知し、ネお緑物の清掃方法など悪者:こ対して十分おこなうことができれば補綴後の予後を良好にし、補
搬物の寿命を長〈することができるのです。

受講生への
メッセージ

[使痛取科書・教材・参考書】

教科書:医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「歯科補繰学」
プリント配布



2024年度 授業概要
攣 科 兼Ⅲ衛生士科

科目名 !
(英 )

口腔外科学

(Orat Surgery)

筵紫 : 必修 年次
担

2 ……Ⅲ…常殖.烈烈Ⅲ……………O
授業
形態

E稔義
総時間
(単位〉

開講区分

曜日・時限 金 、2時 目ヨTス

〔授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのようなす受業を実施するのか、具体的に記爺免する)

大学病院等で歯科医師として臨床に携わる教員が、歯科衛生士として必要な口腔外科領域の歯科疾患の概要と診療に於ける歯科衛生士の役割Ⅲ技術について教
腰をする。                                                           スライト

・
や資料を使用

し、実際の症例をもとに講義を進めていく。臣傷床案習で実μ'現ができるよう診疎補助との連携を図る。
全15回の講義中12回目ごろに大学病院での臨床実習に臨む。講義で学習した内容を臨床実習で実体験することで学習効果を上げる。
臨床実習終7後、残りの講義を実施し、総まとめを行う。

九州大学歯学部付属病院勤務
※突務継看宍九州大学病院顎口腔外科(医員)勤務 九州大学病院額口腔外科(助教)奪み務

九,11大 学歯学部付属病院勤務

:【至1達 目擦】

①口腔外科が対象とする疾急・口腔の解剖学的特徴。園腔病変と全身疾患について理解する

②顎・口腔領域の先天異常と発育異常・口唇園蓋裂について理解する

③巧預・「
l河空領域のl員傷および機能障害、日腔塩膜の璃変について理解する

④顎・臼腔領域の霊胞性疾患、腫瘍、唾液腺疾患、神経疾患について理解する

③口腔外科診療の実際(流れ・器材器具・止ぬ・縫合)の知識を深める 国腔外科処置におrする歯科麻酔について学ぷ(局所篤酔・全身麻酔,精神鎮静法など)

授業計画・内容

1回 路
X掘口腔外科の概要 子1章 口腔外科と歯料衛生士」12章 国腔疾患と内科系丁穴急との関係J自腔外科とは、口腔外科における蘭科衛正壬繭 :

El腔疾患の全身への影響、四腔領域に声止状を現す全身疾患、内科系疾患を持つ患者の歯科治療、内利系疾患を持つ患者にたいする注意

2回 目
こ綿国∬霊外科腋綴(7,こな摂悪 11草 口li霊禎朝の主′ょ

‐
戻忌」12革 口霞領域の検傷」歯の異常、口月空軟組lttlの 先天異常、碁裂・El顕製、ぅ顎の先天

異常と奇形、歯の外傷、顎骨骨折、鞍組織の損傷

3園 目
3=El耀粕l戻療患」水泡形う)Eを■徴とする涙患、組i報およびピランを主徴とする族感、渡瘍を主徴とする涙患、白斑を主ギ数とする疾憩t色索流斎を
主徴とする族患

「4章 園腔領域の炎症J歯周組織の炎症、顎骨の炎症、顎脅周囲組織の炎症

「5章 額閉節疾患」
'6章

口腔競域の避胞」、顎関節症、顎蘭節の外傷、その他、顎骨内にできる嚢胞、軟組織にできる嚢胞

「7葦 口腔領域の腫瘍」歯原性用霊瘍、非歯原性農性腿瘍、非薗原性悪性腫瘍、前癌性病変、腫瘍類似疾患

「8章 唾液耐奈疾患」炎疲、腫瘍、その他

4回 目

6回 目

6回 目

7回 農

8回 目 「9意 口腔領域の神経疾患」「10章 血液疾患と出血性素因」 1中経痛、神経麻療、オーラルジスキネジア、赤れ球の疾患、白血球の疾患、出血性素歯

9園 目 「付章 口薄空・諫面に雄状を現す症候群」影熊異常が見られる疾患、鵜1糞 に威状が現れる疾患、
“
垂液腺に症状が現れる疾患

10回 El
H線 11軍 診 祭 と診断」I激画と消毒」 診票 の異 際 (診要 と診断 の る機科衛生士の役割)、 日腔外科における滅雷う肖毒の意義、手術器オオ
の滅

‐
虔lと消毒・El常 の管理、手指の消森、手術野の消毒、院内感梁防止

1 lEΠユロ 「8章 創傷処置」14章 抜歯術」軟監R織の治療、創傷の治黛経過、適応産と禁患症、器具の準備、教歯の実際と介助

ヽ口

よび歯機骨外傷の処置、口腔出血の診断のポイント止ぬ法と止血剤 (材 )止血法の実際と介助

′ 」
12回 目

13園 目
IV編歯科目躍外科の麻酔I呵 章 題科麻酔と歯科衛生士バイタルサイン実習」術者として矢観っておく事(スケーリング時)、 介助者として失E煮
全身評価、ストレスに対する生体の反応、バイタルサインの意味と見方

14回 目
12革 l杯自4法・稲 f■コ鎮静法 113車 萩急蘇生法」局所縣鍛、精神錬静法、全身隠齢、全身的偶発療の原因と機頬およびその対応、蘇生法、酸素療
法、血管確保

まとめ及び定期言裁験対策15園 熙

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実二売
●体甚l,Ilを 整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法
●授業態度
●協席状況(66_7%以上)クリアで定穀試簸受験可
●館鵜試験(60%以上)ク リアで科霞単位取得

受講生への
メッセージ

現在、我が回は65歳以上の人が21%を超えて超高齢社会となつた。そのため疾病構造も大きく変わり歯科衛生士の対象患著も憂T風舜三悪豆万麗下
成者は250/o以 上となり、高齢者の口腔内には多数の歯が存在するものの、それらの多くIよ 決して健金ではなく、韻・口腔粘膜に病変がある患者も多い
ため歯科衛社士よる専Fq的な回腔金体の管と量がますます必要になつてきた。歯科衛生士にとって周術期の患着管理やカンジダ症や難治性口腔粘1糞

族崩、特に国腔癌を早

'翻

発見するための口,空観察も重要な業務となつてきている。また、手術室の環境維持、器4オ 器具の管理を含め口腔外科や歯科
麻酔に関係する溝科岱生士の役割は大きい。

【使用教科書・教材・参考讐】

教科書:篠由薬出h反 協科衛生学シリーズr口 腔外科学・協科療酔学 ,

プリント配布



2024年度 授業概要
学 科 | 箇科衛生士科

科目名
(英〉

小児歯科学

( Peo9JOntiOs )

必修

選 択
必修 年次 2

当教員 曲希

○

殺業
形態

講義
総B寺問
(単位〉

閥講区分

曜 自 曜、 目ヨース

【授業の学習内容】(※実務経験の所る教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

身体的・精神的・社会的発蓮途上にある小児の特徴を理解し、チーム診療の役割について知識と技術を習得する。
※授業媒体としては主にスライト

・・フ・リントを活用し治療の流れがわかるような工夫を行う。

※実務経験ti猛|〆

'I♀

ヨ爛 職恐瑶昌島畿Υ'転密と留熱騨
湧`く附どS歯料とび

【到連目様】

小児の身体的・心理的特徴と小児の歯科治療を理解する。

<具体的な目擦>

圏擦①小児の心身の発遠と口腔内の特徴を説明できる。

目擦〇年齢、精神状態、状況別に応した患児への対応法を説明できる。

目標③小児歯科におけるう触予防および進行抑制処置と口腔管I築について説明できる。

亀標④障害ヂしの歯科的特徴と対応法、診療介助の方法について説8月できる。

授業計画・内容

1回 目 I線 総論「1章 4ヽ児歯科学概論」 1ヽ児歯科学と1よ、小児箇科診療と歯科衛生士の役割

2回 雇l
「2章 心身の発育」発育の概念と分類、発育の評価、空理的年齢、器官の発育、精神的発達、小児の生理的特T致

」 と

の読出

「5奪 歯テll,咬 合の発育と異常J歯柳,および咬合の発育、歯列・咬合の発育異常

「6章 ▼と歯・幼諾永久歯の特徴とう触改乳歯の特徴、幼若永久題の特徴、乳歯のう航、幼若永久歯のう敏

「7章 ′どヽ児の歯科疾患」 Jヽ 児にみられる口腔軟組織の異常と疾患、小児にみられる歯周疾患

H編 各論 rl章 ′Jヽ児期の時徴と歯科的問題」低年齢児の特徴、留意点と特徴的歯科疾患

3回 露

4回 霞

5回 目

6回 目

7爾 目

8回 目

9回 目

10回 目

「2章 ノ
1ヽ 児歯科診療体系の流れどおヽ児の歯科診療とその特徴、小児苗科における饒敏予防処置、母親数室

f露ぎ罷悪琵雰覇琵雨下顧更再誦醸頚面藤蔑訂種輌環麗拓死豆駆爾て診環蔭正扇百る不瓦あ霧顧三E行動、年齢】llに みた小児の行動と対応法、治療β書
の対応法

r4章 Jヽ 見歯科における診す点補助の原Rけ」州ヽ児歯科診療における補助、小児感着における麻澱
'十

ι法、ラバーダム防湿法

lil“司目

12回 霞

15章 診環猫幼1診査、修複、歯内燎法」診査、診置時に行う検査と貢料保取、1ヽ児の瀬通修榎、学し歯の薗廷惨榎、小児の聾閃景法、平し鶴擬内贋

法の手lt曖 と器具、幼若永久歯の歯内療法応用時の注意漁

「6章 診療補助2外科的処置、B交合誘導」乳歯の抜曲、切闘、小児の歯の外傷、小児に対する薬剤処方と某物恭法、岐合誘導治J蔑

13回 厨 「7章 定期健診 (り缶ヨール)」 定報健診の目的、定鶏健診の方法、定期健診のシステム～定期健診時の診査項目

18華 障害児の強科治擁」峰蓄顧よ、障蓄の区分、臨床現場で遭選する主なl`軍要とその全身的・歯訂両特徴i藉害児の対応、診療介助の基本、障害
児の歯科予防対策

まとめ及び定期試験対策

14E副 目

15回 穏

準f講学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

受講生への
メッセージ

●授業態度
●朧席状況(66,7%以 上)ク リアで定持Ч試験受験可
0定期試験(60%以上)ク リアで科露単位取得

小児苗君では、治療の対象が成長し続ける小児であり、またその保護者である母親の協力を不可欠としています.さらに、う交壇が食生活の乱れと口腔

清掃の不農に起因してもヽることから、他の診療科とは異なった診l貧主体系をとります。患若である小児とその保護肴の特性を理解した歯科衛生士の適切
な指導と支援があつて、初めて小児歯科としての役割を果たすことができます。

数科書 :医歯案出肢 誨科衛生学シリーズ「小撮歯科学」
フリント岳e布



2024年度 授業概要
学 科 : 衛生士科

科圏名
(英 )

高齢若歯科学・障害者と東l科学

(Goお atrtt Dondstry・ Handcapped Oentistry

必惨
選択

必修 年次 2
担当教員f 荻望予洋一歯B

美務経験 : O

授業
形態

講 襲
総時間
(単位 )

開講区分

日 、1・ 2ヨー入  i

〔授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

歯科医禽市として臨床に携わつている教員が、歯科衛生士として必要な知識である在宅訪騨I指導をふまえ高齢警歯科治療の特徴について諸義をする。
障害の軽疫に適応した患者の耳貿り扱い方、歯科治療の実際について教l畏する。

※実務経験 2001,4～ 2012,3九州大学病院 2012.4～ 20176九 ,4大学大学院 20H7.7～ 20183九州大学病院 2018,4～ 九州大学大学院蜜,,務

【到達目標】

【高齢者歯科】高齢者の身体的・心理的特徴と歯科治寮を理解する。

【障害若歯科】障害児者の身体的・心理的等寺機と歯科治l典を理解する。

自標①高齢者の金身疾患と口腔疾患の特徴を説明できる。

自標②高齢者・障害児者の口腔健康管理と躍療安全を説明できる。

自裸③高齢者・障害児者の摂食疎下障害を原医lと症状、リハどリテーションを説明できる。

授業計画・内容

1囲 目
f将 軍 再齢蓄函科の現状」12享 再齢者の健康と,デ兵病」島齢看とfよ 、高齢者の特性、属齢者オどとりよく4■会的問題と環境、高齢者を支える保槌Ⅲ医
療・福祉の基盤、高齢者の健康と生活

2回 目
「3章 再講者の日躍」14軍 !高齢者と粟澤l」 高齢者の口腔領域の特1生 、
との併用に対する注意、服薬状況への配慮、服薬に関わる指導

い口腔領域の療忌、薬剤に関する情報、他科で処方された莱剤

3回 目
IS軍 扇齢書の斎l科諺捩におSl,・ (:薗科衛生

=の
役告ll」 16車 島師奮の理科諺概の笑際と爾科診概4厨勁」百齢者の歯科諺腸К、診嬢霊における高齢

者との接し方、弁護技術、全身状況の把握、全身疾患への配慮、口Pとのおもな疾患への配慮、感染予防、摂食機能療法

4回 爾
17葦 高齢番の国F震保確管理,18章 高齢者の歯科係1建楯尋の笑際と注意漏」を入保11虚法と函科衛生と、1弁護予防事業」と歯科衛生士、歯科箭生
士による日腔保健管理、日常的な回腔の器質的、機能的ケアと義歯、情報の収集、歯科保健指導の実際、授食・疎下状態と食物物性の関連

6園 目 「0章 要介護高齢者の現状」要介護高齢者の現状と特性、要介議高齢者のQOと、要介護高齢者を取り巻く社会環境、要介護高齢碧にかかわる職種

「10章 要弁護高齢者と歯科衛生士」歯科衛生士に求められるもの、歯科衛生士と訪閣活動、介護保険制度と歯科保縫医療とのかかわりG囲 目

7園 目
rll章 訪,コイ歯泰I保健指導の興際」訪潤盤科保健t旨導の基本的知識、在宅における要介護高齢者を理角争する、在宅での訪問箇科保縫指導の流れ、
施設における要弁護高齢者の訪蘭歯科保健指導

3回 目
11事 I軍督者の概怠ど

'2草
I尊書者の理科診環」 l:1学 書育の概念、陣誓奮

‐
餌科の特質、ライフサイクルとl暉習看函科、li軍害書歯l科における行動調整、

障害者の生活と歯科的支援、障害者歯科と専P写 職の役割

9回 目 「3章 障害の種類と歯科的特徴」障害の種類

10回 日 「4章 障害者と薬剤」膵章害者に多い服用薬、障害者の服用薬と歯科保健の問題、障害者に業剤を使用するときの注意

11回 目 「岳章 障害者歯科における歯科衛生士の役割J障害者にたいする基本的対応、業務記録とその管理、活用、経食・疎下障害の対応

12回 El r6章 障書者の歯科診療と歯科診療補助 歯科治療時の工夫と留意点、障害別の対応、全身状態への配慮、感梁予防、業務言E録の必要性と書き方

13周 爾 「7章 障害者のEl腔保振主管r塁」協科衛生士による障害者の口腔保健管理、日常における障害者の口月空保健

14回 目 導の留言点と指導の実際、歯科保健指導の連携、かかりつけ題科際と施設との連携に歯科衛生士はどうかかわるか、地域の保健・福祉施設との速

15園 目 まとめ及び定期試験

準備学習
時耳再再外学習

●予習・複習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
●勉強の習慣化

評価方法

受講生への
メッセージ

と機能回復、生活の支援と社会参加の推進に関わつていくという重要な役書Jを担つています。特にr

怪l人差があり、1寺別な憑こ慮や対応が必要となります。将来は専FR職として活躍されるとともに、医,声k人としての生きがいをみつけ、社会に真献されるこ
とを願つています。

区l

」や「障害者Jは心身機能にも

●援業態度
●出席状況(66,7%以上)クリアで定期試昼夫受験可
●定期言式験 (60。/6以上)クリアで科目単位取得

教科書:饉歯菓臨版 歯科衛生学シリーズ「高齢者歯科ド障害者歯科J

プリント配布

て 、



2024年度 授業概要
学 科 歯科衛生士科

科目名
(英 )

摂食疎下機能訓練

( Training of Eating and Swaliowing )

必修
選択

選択 年 次 3
担当教員 古賀 直子

実務経験 ○

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

]―ス 水曜、3・ 4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

高齢社会において歯科衛生士として摂食疎下困難者への機能訓練の知識・技能を習得する。

※実務経験 現在ハートネット病院・済生会二日市病院にて病棟での口腔健康管理実施(,F常 勤集各刊回)

【到達目標】

高齢者の口腔管理や口腔機能訓練のアセスメントやプランニングが理解できる。

授業計画・内容

1回 目 歯科衛生士を取り巻く口腔ケアの制度 (医療・介護)高齢者の口腔変化について理解する

2回 目 摂食疎下のメカニズム・障害 食事の観察のポイント・食事指導 実習 :スナック菓子・水飲み→どこを使つているか

3回 目 入所者の口腔について 清掃方法について考える

4回 目 スポンジブラシの使い方実習(個人で使用・ホロ互実習)

5回 目 高齢者の口腔清掃の目的・効果 急性期・回復期の口腔ケアについて知識を深める

6回 目 口腔ケアに使用する用具とケアの手順 口腔乾燥・舌や粘膜の違いについて理解する

7回 目 ケア症例別の用具選択と手順の注意事項 グループワーク

8回 目 アセスメント方法と用語の意味 口腔乾燥・舌や粘膜を観察する

9回 目 介護保険制度のサービス:通所サービス ロ的・一日の流れ・歯科衛生士の役割について理解する

10回 目 口腔機能向上の実際 媒体を使つた歯科保健指導 現場の歯科衛生士さんの媒体を借用する

11回 目 口腔ケア実習 (本目互実習)

12回 目 マナボット(マネキン)を使用した口腔ケア実習 歯式をとる→清掃用具の選別→ケア 声掛け・高齢者への対応を想定する

13回 目 アセスメント・口腔機能管理プラン作成のシュミレーション

14回 目 振り返り

15回 目

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)ク リアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)ク リアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

口から食べることは、生きる力の源であり喜びである。しかし、何らかの原因で口から食べる機能が失われた時の健康障害やQOL(Qualた y of Lre、 生

命の質、生活の質、人生の質)の低下は、はかり知れないものがある。人口構成の高年齢化に伴い、歯科衛生士に対するニーズも、それも特に口腔ケ

アや摂食疎下に関係する分野で拡大している。本科日では歯科衛生士と摂食疎下の関わりについて知識を深め、リハビリテーション及び摂食疎下リハ

ビリテーションの概念やメカニズム、さらには発達、障害の状態を正しく理解した上で、小児期、成人期、高齢期の摂食疎下障害の特徴や変化、歯科衛
生士の実践についての考え方や方法及び訓練法の実際、チームアプローチや連携に必要な関係職種の理解など、摂食囃下リハビリテーションに関す
る基礎的知識・技術を修得する。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生士のための摂食疎下リハビリテーション

プリント配布



2024年度 授業概要
学 科 〔 歯科衛生士科

科霞名
(英 )

臨床心ユ竪学

( Ciinica,Psychology)

必惨

選 択
必惨 年次 2

実務経験

曲 尚

O

授業
形態

義義
総時間
(単位)

30

之

開講区分

木曜、ト 隈日・時コース

【授業の心子習内秀舎アで来棄務経験のある教員(矢租見を有する教員が、どのような1受葉を実施するのか、具体的に記載する)

感着
'こ

特有な心の動昔、それに対する心理学的な対応の要汽などを理解する。
医療現場で多種多様な懲者と対応する隠,安従事者にとって必要なr心理学Jに関する知識を身につける。
また、一般の人の心理・患著心理を理解し、それに対応できるスキルを身につける
※図表など多く活用し議霊解を深められるよう工夫し、グループワークなどの学習方法も導入し、心理学の面白さを理解してもらう

※実務経験

【至ll達 目標】

良婚な対人関係を構築するために、人の行動と心理に開する基本的な知識と考え方を習得する。

自線①行動と知覚、学習、記憶、認知、言語、思考およびパーソナリティとの関係を概説できる。

目標②動機づけを機説できる。

目標③ライフサイクルの各段階におけるこころの発達の特徴を概説できる。

目標④話し手と翻き手の役割を説明でき、適切にコミュ農ケートできる。

猥業計画・内容

1脚 目 1章 見る・晟翻く'感じるこころ 知覚成立の基礎、知覚体制化、女轟覚の諸相を理解する

2爾 園 2章 学ぶ・貧えるここら 学習のプロセス、記憶のメカニズム、記憾の病理とゆがみを理解する

3園 目 3章 やる気の心理 動機付け、動機付けの分)顛 、欲求について理解する

1回 目 4章 喜怒哀楽のこころ 感情、フラストレーション、ストレスについて理解する

5回 目 5章 その人らしさの心理～パーソナリティ～ パーソナリティの記述、パーソナリティの胡ぺ方、パーソナリティの異常と障害を理解する

6回 目 6章 んヽここさの心理 去智能、知能の減Ⅲ定、矢鴨的i峰要について理解する

7回 自 7章 考えるこころ 恩考、問題解決、種L造性について理解する

8園 目 8薫 発達するこころ(1)「発達」を考える、発連段階と発達諜趨、幼児期から思秋期のここを)の発達について理解する

9回 露 9黛 発連するこころ(2)青年期、成人期、高齢者の各段階における心理を学ぶ

10回 目 10章 人と開わる心理 対人認知、婦隠運論、対人魅カー好き嫌いの心理―を理解する

1ヽ回 目 11章 人と集うここみ 集回の心理、リーダーシップ、社会的影響について理解する

12回 劉 12章 健康なこ工ろ メンタルヘルス、心理臨床の対象、心理糠法のいろいろについて説明できる

13回 目 13章 カウンセリングのこころ カウンセリングとは、カウンセリングマインド、ロジャースの基本姿勢を取り入れた介入法について疑豊解する

耳4回 目 14章 思いを伝え合うこころ 露熊コミュニケーションの基礎、剖ミュニケーションスキル、特殊な場画での頚ミュニケーションスキルを身につける

15回 自 15章 心理学の歩みと方法 心理学の麗史、心理学の方法、心理学で用いる統計を理解する

準備学習
時F国民外学習

●予習,復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ fい 掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●投業態度
●出席状況(66、 7%以上)クリアで定報試験受験可
●定期試験(60%以上)ク リアで科園単位取得

受講生への
メッセージ

現場で活躍していくために1よ手技の習得
`よ

もちろんのこと患者の全身状態をよく知りEl腔との関係を考慮しながら対応していく必要があります。また、

高齢者などは特に1人の患者に複数の人が聞わっており、これらの人々と連携し、患者にとってより良い支援ができるような視点と能力のある歯科衛
生士が求められています。そのためには業務の基盤となる知識を整えることが大切です。

【使用教科書・教材・参考審】

教科書 :盛歯薬鵬版 歯科衛生学シリーズr心理学」



2024年度 授業概要
学 科 歯科衛生士科

担当教員 古賀寿々子修
択

必
選 必修 年次 1

宴務綴駿 O
医療倫理

Medical Ethics

科自名
(英 )

前期業
態

授
影

講義 `演習
総時間
(単位)|鸞―ス

関講区分 |

曜日,時限 月曜・3限

の倫理を学ぷと共に職業人としての心格えやインフォームドコンセントに基づいた患者対応などを習得する

る が、どのよう知【授業の学習内容】

インフォームド裁ンセントや生活の賞(QOと )について理解し、それを説明実践する

科衛生士に求められる職業大としての心構えを身につける

ミュニケーション技術や行動科学を撃ぷ

付の場面での対応など演習を通して実践してみる

るのか、

療

してのインフォームト
・ヨンセントについて概説できる

活行動と保健行動、QOとrこつぃて説明できる

倫理とはな無かについて簡潔に述べることができる
従事者の機業倫理に関する規範焦ついて搬説できる

医療におけるQΘとの向上について説明できる
医療従事者に必要とされること(個人情報の取り扱い等)を理解する

打園目 饉療倫理を学ぷ必要性を理解できる 伝統的な医の倫鰻から新しい医の倫理の変選が説明できる

2回 自 医療従事者の基本的義務について理解できる 患者中心の医療について説明できる

3園 露 歯科医療に関する権利と義務及び歯科衛生士の社会的僕命について理解できる

4回 1尋 医の倫|【量に関する規範及び国際規範について理解できる

5回 霞 バイオエシックス(生命倫理学)と 1よ何か理解できる

6回 目 バイオエシックスにかかわる問題について説明できる

7回 自 インフォームド・コンセントと1ま何か説明できる インフォームド・コンセントの実際について理解できる

8固 目 インフォームド・コンセントと急着中心の医療について理解できる

9回 目 医療現場における人の行動について理解できる

10回 目 患者の行動について理解できる 歯科藤療従事者の行動について説明できる

11回 目 研究における医療倫理について理1率できる

12園 目 個人情報の取り扱いついて説明できる 臨床実習での身だしなみついて説明できる

13回 目 急者理1写のためのコミュニケーシ雲ンについて説B凋 できる 劇己理解の重要性について理解できる 守秘義務について理解できる

14回 目 歯科保健指導の場置での対応が説明できる 歯科診療の場甚iでの対応が説明できる 受付の場面での対応が説明できる

15回 目 職場での入闘関係について理解できる 話を聴く態度を理解し実践できる

準備学習
時Fβ日外撃習

●予習工復習の実践
e体調を整え、欠席をしないようにr添 掛ける
●勉強の習慣化

評価方法
出席状況:2/3以上の出席で定期試験受験資格を取得できる。
定)碗 試験:筆記試験(600/o以上)で評l函 する。

受講生への
メッセージ

藤l科診猟F片では意奮との1岳 軍月関係に基つく上条環サーEスを提供できるようにインフ甘本ムドコンセントや生活の驚(QOL)について理解し、それを説 BJl

実験できることが歯科衛生士に求められます。また、患者との人F蔵司関係だけでなく、歯科医目椰や闘僚たちとも常に円滑な連携を保つことのできる冑と力も
必要です。ll常 理学を通して解族従事者としての基本的概念を身に付け求しょう。

隠速l業 出版 歯科常生学シリーズ「歯科医療倫理学J  *男 lli盗 に資*キプリントを配布

【使用教科書・教材・参考善】



2024年度 授業響元要
学 科 士 科

橿当教員 難 康美修
択

必
選

必修 年次 1

案務経島央 O
科困名
(英 )

解割学

(An9torny )

ヨ…入
講′羨

投業
形態

総時FηH

(単位)

開講隠分

曜自・時眼 木曜・2時限目

前 期

〔授業の学習内容】 (※実務経験の歳)る教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施
~す

るのか、具体的に記載する)

人体の構造ならびに組織の発生についての知識を習得する。全身の彎格模型を用いた授業,スライドや視聴覚教材を用いた授業を展F,r]す る。

※実務経験 20104～ 20083九州大学病院勤務

生

到達目標】

体の組織の種類を説明することができる
系・筋と運動の名称・機能を理解する

できる
機能を説明できる

授業計画`内容

1・ 2回 目 f解割学で学ぷこと↓解割学の意義、解割学とは、口腔解割学とは、人体の外形と,蒸 分、解割学用語、体の方向用語、人体の構成を理解する

8・ 4爾 目 「骨格系」槻説、頭蓋骨、体幹骨、上蔽骨、下肢骨について知識を深める

5Ⅲ 6回 目 「筋系」概説、体の各部位の筋系について知識を深める

7・ 8園 目 「内臓学」概説、消化器系の構造について知識を深める

9・ 10回 目 消化'吸収について矢硯識を深める

11・ 12回 目 泌尿器系の構造、管機能と耕尿について知識を深める

18・ 14回 目 腎機能と排尿、生殖器の構造について知識を深める

15回 園 復習・言A験対策

準備学習
時間外学習

●予習'復習の実践
●体調を整え、欠席をしないようにfb掛ける
●勉;雀の習1営化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667。/o以 上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以 上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

医学Ⅲ医療を修めようとする際、最初に学ぷ学間が解割学と生理学である。解剖学は主Iミ人体の形・構造とその成り立ちを追及するのに対し、生理学
は人体の機能(働き)とその仕組みをβチIらかにする学P口

ilである。医学を学ぶとで、まず人体の構造を知り、その徹組みを知ること1よ基礎であること1よ い
うまでもない命学生が学ぷべき内容Iよ 多く難解であるが興味をもって臨んで欲しい幻

【使用教科書"教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「鳴R剤学・組織する生学・牛理学 J

プリント配布



2024年度 授業概要
韓 科 : 科衛生士科

担璃教員 宇都宮 美咲惨
択

必
選

必修 年次 1

突務経験 O
科目名
(英 )

生理学

( Physiology ) 総時間
(単位)ヨー入

実
態

殺
形

講義
開講区分

〕謹回・時限

前効

月

の よ こ記載する)員 るのか、見【授業の学習内容】 (※

体の隻理および生理の耕尭要について知識を習得する

Э骨格系・筋と選動・
'出

と器系・循環系・神経系の機能を理解する
②自律神経の特徴を説明できる
9脳神経の構造と各神経の特徴を説明できる
Э体循環と肺†麿環にて,いて説4月 できる
Э心触の基本的構造と収縮の仕組みを説日月できる
ЭttEと を調節する仕組みを説日環できる②呼吸器の構造と機維雀関連づけ、ガス交換の仕4量みを説偶凋できる

【霊Ⅲ連目擦】

授業計画1内容

1簾伸ユロ 生理学とは 生理学と1ま 生命の現象を研究する、生体,こ対する最も基礎的なものである

2E口』目 細胞 イ霞胞の成分,こついて

3園 目 由液 血液の働き

4回 露 循環(心臓)呼吸 心P威の構造と働者・中枢

5回 目 筋 筋の分類、構造と働き

6回 目 神経 神経の分類と興奮について

7回 目 神経 中枢神経について

3回 目 感覚 感覚の分類と組織の構造

9回 目 消化と吸H又 蘭、十二指腸、小腸、大腸の働き

10園 霞 耕泄 発汗、排使、排尿について

11回 田 体温 体温の調節

12回 目 内分泌(生猟斉ホルモン)ホルモンの働き

13劇 目 生撃学まとめ 重要と貢目復習

14鶴爵ヨロ 生理学まとめ 国家試験対策

15回 目 まとめおよび定期試験

準備学習
時間外筆習

●予習・復曽の実践
●体調を整え、欠席をしないように,い掛ける
0勉強の習慣化

評価方法
●授業態度
●出席状況(66ア %以上)ク リアで定熱試験受験河
●定期試験(60%以上)ク リアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

I墨学・懸療を修めようとする際、最‡
"に

学ぶ学問が解割学と長理学である。解割学は主に人体の形・構造とその成り立ちを追及するのに対し、生理学
は大体の機能 (l装とき〕とその仕組みを明らかにする学間である。医学を学ぷ上で、まず人体の構造を知り、その仕組みを知ることは基礎であることはい
うまでもない。学生が学ぶべき内容は多く難解であるが解剖学(構造)と生理学(機能)1ま表裏一体であるため興日本をもつて臨んで欲しい。

【使用教科書・教材・参考書】

主女科書 :医歯薬出版
プリント膏B布

歯科衛生学シリーズ「解剤学・組織発生学・生理学」



2024年度 授業概要
学 科 :  歯科衛生士科

科目名
(英 )

病理学

( Pathology )

修
択

必
選

必修 1年次
担当教員 1   角 静番

突務経験 i     O

講義
業

態
授

形

総時問

位 )(単

開議区分 i    前期

曜日・時限! 月,金 B竃 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戴する)

【病理学総論】各疾病の共通性や医学の基礎・医学用議
【病手理学各論】朧器などにおける各疾病の特l致

【口腔病理学】口腔領域の疾惑を含め病因論についての如ξ畿を習得する。
スライドやプリントを活用し授業を行う。範囲が広い為中間予ストなども実施する。

※実務経験 (☆ )1996.4～ 200r13九 州大学歯学部付属病院勤務 2001.4～ G出 田歯科勤務

【割遠目標】

【総論】
①疾病の多様性と共通性について説明できる
②疾病の経過と転ll静につと`て説明できる
③疾病の原因である病因と疾病の成り立ちについて説β月できる
④内因について説明し具体例を列挙できる
③外懸11こついて説明し具体例を列挙できる
③先天異常・奇形の成因について説明できる
の循環障害について説明できる
③代謝障害と退行性病変・進行性病変について説明できる
③炎症と免疲応答異常について説明できる
④良性腫瘍と悪性二重瘍について説明できる

授業計画・内容

【病理学総論】

1・ 2回 目 「第1章」病理学序論と病院論について理解する

3・ 4回 目 「第2章」遺伝性疾患ならびに奇形について理解する

5・ e回 目 「第3章」循環障害について概説できる

7・ 8園 目 「第4章」代謝障害と退行性病変について理解する

9呵 0回 目 「第5章」増殖と修復についてr望 解する

11・ 12回 目「第6章」炎症と免疫応答異常について埋角卑する

13・ 141弱 目「第7章」 4重瘍について理解する

15鐵 目 まとめ試験対策

準備学習
時間夕1学習

―
0予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように,渉 掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●宇受業態度
●出席状況(66.7%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (600/o以 上)ク リアで科目単位取得

受講生への
メリセージ

病J塁学は医学や医療の基本的な考え方を提供するとともに解割学・生I建学・微生物学・薬理学などの基礎際学の矢a言哉を医療へ結び
つけるために統合し、病理組織診断として臨床各科へ医・療に直結する情報を提供することになります。さら1こ 、疾病の予防は有用な
知見を提供していまず。口B空保l建の最前線に立つ歯科衛生士にfま今後ますます全身的な疾病とl建康の管理や、他の健康・医療分
野と連携するための基本知識が求められているのです。

・参考審】

医歯菓出汁反 歯科捕生学シリーズ「病理学・El腔病理学」
サント配布



2024年度 授業概要
華 科 歯科衛生士科

捜当数員惨
択

必
選

必惨 年次 1

実務経験 ○

兼松 1全

科
(

目名
英〉

薬埋学Ⅲ歯科薬手建学

(PharれiaCOtogy) 前期

ヨース

授 業

形 態
講`義

総時間
(単位 )

F舜将講区分

曜日・時隈 火
'避

、2時限圏

【授業の学習内容

'(※
実務経着実のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのが、具体的に記載する)

医学の基本的知識を生かし薬物の効力発現を理論的に理解するψ教本に基づきスライト
・やプリントを作成、

※宴務経験

【至4 日

法投与方 作冨は に つ熱 て理解する

復を促進する薬】
こついて理解する

取り扱いについて説B)と できる

予防に用いる薬物について説明できる

膜疾患に用いられる慕物について説明できる

疾患に用いる薬物について説明できる
治療に用いられる薬物について説明できる

授業計画・内容
―

1回 目
1楽と

'よ

琢
'こ

ア,｀」
'楽

壌1年用り基不Л多瓦」I玉 1年 用と昌41F用J祭とIよ いうたt｀ lpl角 (`五 41:用 に1ま 働り1学用が1■つ、燃環の甲での緊の慎重について襲角ギす
る

2回 目 「薬物の作用機序」「薬理作用の影響を与える因子」二重奮検査、安全域Augslergerの 武について睦解する

3回 自 r薬物の投与方法」r吸収と代議1・ 排泄JチトクロームP-450Fこ よる酸化、業物高1性について理解する

4回 露 「薬物の有害作用」手桑物の併用」「医薬品」薬物アレルギー、アナフィラキシーショック、機能的結統と競台曲措抗、日本薬局方について理解する

5回 目
「中枢押継に作用する薬物」全身麻自争薬 麻爵争深震(ゲーテルの分頬)、 笑気をチオペンタール、トリアゾラムトジアゼバム、覚醒剤 カフェインの利尿
作用について理解する

6回 剰
1守凡炎圧異 '“民J雨 楽J炎 F工のケミグコルメティエーダー、ヒスタミン フラツキエン、フロスタクランチン、モル佐ネ琴中枢1年用性頚馬栗、解熱1生 鍛届票と消
炎鎮痛菜について輩解する

7回 目 「局所麻酔薬」アミド験トエステル型、血管収縮薬の添加、Na■チャンネルについて理解する

8園 霞 「自律神経作用薬」ムスカリン作用と二劇チン作用、脂1容 性ぜタミン 水溶性ビタミン、蟻渡腺ホルモン、一時止血と二次止血について理解する

9園 爾 「病原微生物に作用する果物,「消毒薬J「 擁贅剤」消苺と滅菌の違い、消毒薬の種類、抗蔵スペクトル・統薗作用について理解する

10回 目 r悪性新生物
'こ

用いる薬物ど「腐食,収撤薬」腐食とH又撤の違い、歯髄覆量・歯髄切断に用いる薬剤について理解する

11翻 目 「歯内療法薬」乾歯薬、根管消毒薬、根管充填用薬剤について理解する

12回 目
I′ l長 雷売寝剤1薦周浴環薬」:う撤予防のための栗物」万ッタバーテヤーと水自費化カルシウム、雲―ド製斉fl対狽と法としての投緊、フッ化物塗布時の案物
に対する留意点、中毒について概説できる

13回 目 「薬物の管理方法について」光・温湿度への注意/使用期限について理解する

14r興 目 復習テスト解説

15園 目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時Fコ母外学習

●予習・復習́の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定紺試験受験可
0だ期試験(60。/6以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

薬理学は築物を主体ri与 えた場合1岳生体が現す反応を研究する科学です。また、疾病の予防・治療・診断tこお1する合理的な薬物療法の基盤となる研
究を行い、知識を与えるのが薬理学です。業理学の背景には歯4剖学、生理挙、主化学、微生物学、病理学などがあり、これらの稗路を色播した総合的
な尊Fl基盤科癬ですっ

燃苗菓出版 歯科衛生学シリーズr薬理学」
ント百我布



2024年度 授業概嬰
学 科 〔    歯科衛生士科

担当教員 中本 曲希必修

選択
必修 年次 1

斐務経験 O
科露名
(英 )

口腔衛生学 I

( Oral Hygiena I )

:,― ス

授業
形態

講義
総時間
(単位)

Fォ亀講区分

日程日・時限 火確、3時膜園

前期 ,後期

【授業の学習内容)(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に祀載する)

歯と口腔の疾患異常の予防および保健指導の去Л識を習得する℃教本に基づき授業を進める。スライドやプリントを活用することで知識の定着を1まかる。

※実務経験を:♀:F〆 :志早ゞ認境君驚往最!懲雅毬躍ド塩謡鶏l櫨麓継躍静
場争縮'軸科とび

歯・口腔の構度に関わる社会の輸組みを理解し、韓科疾患の予防能力を高める態度を養うために、歯・口嬢の健康と予防に関する基本的知識を習得す

ける保健対策の基本的な考え方を学び、地域集団に対する疾病の予防能力を高め生

誘里1連

―1撥菓計画1内容

【前期】

1・ 2回 路 総論 歯,El陸の健康と予防、曲・四腔の健康、い嵐J口 腔の付着物・新着物についてヽチ説できる

3・ 4E衡4際 園腔清掃 口腔清掃の言義、El駿清掃法について理解する

5'6園 霞 口腔清掃 入工的清掃法の分類を用呉、不適切な国腔清掃による為害作用、衝磨却lと洗国剤につとヽて理解する

7・ 8回 自 ぬ利疾患の疲学 う蝕の残学、歯周疾患の疲学、その他の疫学について理解する

9,10回 鐘 う蝕の予防 う鯨発生く″)メカニズムⅢう蝕の発生要因、う蝕活動性、う蝕の予防法について概説できる

11,12回 露
フツ怪物fこよるう融予防 税がL三 :の フッ化物ほ用、フッ化部の一般的性状と用語、人P,弓鎮態系にハけるフッ化物、フッ化物紙取量とその基準|こうい
て理解する

i3'14国 目
フッ1ヒ物によるう触予妨 フッ素の代議,、 フッ化物の韓佐、フウ化物応用によるう鐵予防、フッ化修のう蝕予防メカiズー▲、ライラステニジ1てば繭
北物応用法についてI堪解し線説できる

151。ヨ機 まとめおよび試験対紫

R後鵜】

歯周疾患の予防 歯療l疾患の盛状と分類、歯周疾憩の発生機序、歯周疾患の金身,こ与える影響、歯閣疾患の了′防手段と処置について理解する

2回 霞 その他の疾患・異常の予防 囲内炎、口腔癌、不正岐合、顎関節成、歯の形成不全、El臭症、国鰹■ι燥症について理解する

3・ 4回 目 ライフス■―ジごとのEl腔保喜表管理 El腔保撻管理の自標、母手園腔保健、小児期の回用空保健、成入鶏・を年期の日腔子屎健について理解する

5団 目
11と域保慨・公衆衛主

'也

域社会とえ趣域保健の概念、地域保健の組織、地球保健の新たな概念、
'也

域保韓活動の進め方t健康づくり対策と地虜

『

科保健について理解する

6回 目 「母子保健J母子保健の目的、母手保健、小児保健、歯,口 腔について、母子保健の現状と今後につも`て理解する

7園 目 挙機保簑装挙検保健の意義および概念、学校保健の活動と組織、学校薗科保機につとヽて理解する

9回 霞 成人保健 成入保機の意義と特徴、成入保健活営うの現状、成人保健対策、成人期の歯科保健について理解する

9'10回 昌 産業保罐 産業保機の概念、職業性疾病、産業保健管理、産業保健活動について理解する

11・ 12回 目 老人(高齢着)保健 老人(高齢者〉保健の意義、老人(高齢者〉保健のための行政組織と関係する法律について理解する

13回 目
補子甲僚健 帝碑抹慢とtよ 、穂刊lイ零「霊ア】`わ裕T甲 1暴健へ.芝メ)｀ 郎lの構7甲 保健の預〉ヤ0み、稀禅保健・区尿・穏卒上、編神障種看の歯科保健fiついて理解
サ
‐
る

141苺」麟
口際採震 舜辰d上国における健療間遺、国燎1鼈

'こ

倅う戟が騨この`系確隠摂間麹、国際協力・口躍保機の現状、重l融保健戦略と目標について理解
する

18回 霞 まとよヽおよび定期試験対策

準穂学習
時間外学習

●予習・複″習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
●勉強の習慣化

評li勇方法

●授業態度
●出席状況(66_7%以 五)クリアで定期試吾宍受験可
●定期試験(60%以上)クリアで■I唇 単位取得

ヘイジ)
メッ造――ジ

El触衛t学は社会薗科学糸に属する学問として位置づサられています。専P身基礎分野にあり「歯'国睦の健康
いで個人を対象とした

「
l購の健康と予防につし

と予防 こ聞わる入rΠ再と社会の仕工豊
撻療を左右する環境に つ 七 てヽ理解し、次 てヽ

活動の布「り方と、他職ホこと歯科衛Ⅲ士差誨科縛生士との関わり1こついての理解を深めて欲しい.

理解する そ して 集 I弱を対象と

【使用教科書・教4´ l女 参考書】

繁父科書 :医歯薬脇常炭 激科衛生学シリーズ「保健生態サ」
プリント配布



2024年度 授業概要
学 科 歯科衛生士科

必修
選択

必修 年次 2

実務経辱貪

捜 当 中本 由希

O科爾名
(英 )

口腔衛生学 ■(衛生統計学含む )

( Oral Hygieria I) 業
態

毅
形

講義 '演響
総掛寺F再義
(単位 )

16

1-ヨース 自 火 4

【授業の学習内容】 (※実務経雷父のある教員、矢ll見 を有する教員が、どのような授業‐を実施するのか、具体的に記載する)

歯料衛生活動に必要な保r建 医療情報の収集と取捨選択から、1文 集しデータの処理と解析まで目的に応した科学的なアプローチを習得する。衛生統計学に基づい
た保健情報をうよく活用し歯科保機指導に活用する。

20054～ 2010.3九州大学病院小児歯科 2010.4～2013,4燃療法人元気が湧くKttls歯 科とび
2013,10～ 2015,3はしもと小児歯科・橋E歯科 2015.4～ たむら歯科医院隠実務経験

【舞l速 自標】

薫 保健情奪桟な保健統計(保 F濾情報の種類・国家統計調査・学校保健統計調査)について知識を深める

2章 保催情報と疲学(保健情報から疫学分析へ・健康障害の発生要因t疫等の方法論)について理解する

歯科疾患の指数(数量化と指数Ⅲう蝕の指数・歯同疾患の指数Ⅲ園腔清掃状態の指数・不重岐合と歯列不鍾の指数・歯のフッ素症指数Ⅲその他の歯科保健指
について理解し計算ができる

保l建情報の分績手l慎 (保健情報の収集'調査・母集囲と標本抽出),こついて理解する

5章 保握統計の方法(,生夕の特性・記述統計・推定と信頼区聞・検定・保健情報の多変量解析)について理解する

6章 保健情報の分析演習(解析と検定の演習・プレゼンテーション,データの表現〉について演習を変えて理解する

7章 情報の保護と倫理(情報社会の特性と問題点・個人情報の保護・インターネットと情報倫理)について理解する

授業計画・内容

1回 目 「保健情報と保健統計d保健情報とは、保健統計とは、保健情報の種類について理解する

2回 目 F保健情報と疫学J疫学総論、健康峰嘗(「〉発生要因、疫学の方法論、スクリーニングについて理解する

9回 目
1穣l斜 療愚の語数 ,数量化と穏数、つ富虫の穏す寅、菌周摂慈の指致、口震

'言

織導入悪の指すよ、不正l硬含と歯
'll不

五の指敬、観のフッ系

「

正指す女、その他の
歯科保健指標について理解する

4回 鶴 「保健情報の分析手順」保健情報の収集(インターネットによる情報収集)、 調査、母集団と標本輸出について理解する

5回 目 「保健辛ヽ売計の方法」丁―夕の特性、記述続計一代表値・散布度,相 間、推定と信頼区闇、検定、イ泉健情報の多変量解析について理解する

6と』と豊 「保健情報の分析演習J解析と検定の演習、プレゼン予―シ雲ン:データの表現について理解し演習してみる

7日 目 「情報の保護と倫理」情報社会の特性と闘題点、情報のFテ勇示、個人情報の保護、インターネットと情報倫理(情報モラル)について理解する

8回 目 まとめおよび定期試験対策

準備学智
時間外学習

●予習・復習の実μ尭
●体調を整え、欠席をしないようにf渉掛ける
0勉強の習1賞 化

詳1面方法
●機業態度
●出席状況(66、 7%以上)ク リアで定期試験長験可
●定細試験 (60。/o以上)ク リアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

国腔衛生学は社会歯科学系に属する学問として位置づけられていますっ専F弓 基礎分野にあり
'苗

・口腔の健康と予防に闘わる人F臓日と社会の仕組み」の
一部を学びます。lえ

=康
を左右する環境について理解し、次いで個人を対象とした国腔の健康と予防について理解する。そして、集回を対象とする地域

保健活動の在り方と、他織種と歯科衛生士と歯料衛生士との調わり:こついてのI整角率を深めて欲しい。

【使用教科書・教材・参考善】

教科書:医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「保健情報統計学」
プリント甍コし布



2024年度 授業概要
学 租 : 料衛生士科

科爾名
(其 )

菌科衛生士概論

(Dentat Hygienist Theory〉

必修
選択

必 惨 年次 1

搬璃教員 !     久係出 裕子

貫碁驀談Ⅲ…
……………も

いれ……………Ⅲ

授業
形態

議霧
総時間
(単位)

分

日 水曜ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

歯料衛生士として大学病院で臨床に携わつている教員が、協科衛生士としての人間性を始い、歯科衛生との業務について講議をする。
また、南科衛生士の役割,社会的位置づけこ職域・職業観を教↑受する。体験案習やク・ルーフ

°
ワークを取り入れた学習を行う。

※案務経験 1976.4～ 197712福岡歯科大学部l.1属 病院鋤務

【至1連 自標】

③保健・医療・福祉に関わることの意義を理解する
②専門織として必要なことは何か、何を学ぷのか考える
③対象とする人のニーズの把握の仕方を学ぶ
④歯科衛生業務の考え方や行動の仕方を理解する
③倫理的な視点をもち、かつ科学的な裏付けをもって仕事をすることの驚珠を考える
③歯科衛生活動を展F■身するために必要とされる専門女il識メ技術ならびに態度を身につける

授業計爾・内容

1回 囲 『Ⅲ章 箇科衛空士とは」歯科衛生士と1よ理解を深める

2回 霞 「2章 驚・Fヨ の健康と療病・異常ど健康とは、簿・国の健康、おもな歯・国の疾病・異常について理解する

8回 自 「G章 歯科医療と歯科保健」健康と健康障害への3つの対応、医療・歯群医療、歯科保l建指導、公衆歯科衛とについて理解する

4回 目 「4章 歯科際療保健を支えるもの言歯科医療の三要素、歯科医療の目擦、歯科医療の内容、薗科医療の特異性、歯科医療の分野に1)いて知る

5回 目

6回 目

rS章 歯科藤療保4宝 1と携わる大」歯科儘療関係者の免許制度、歯科燃療保健に関係する町統種、歯科医師、医宙F、 薬剤師、歯科衛生士、蓮科被エ
と、看護師、准看護師、保健師、放射線被師、栄養士、歯科助手、事務員について理解を深める

7回 目
子3章 燭科衛生士の役吾llJ観科衛生士の業務、観科衛生士の業務活動場面での役割、責任と活動、米国の歯科衛生士の活動と倫理規定について
理解する

8園 圏 '7車
聾科縛登宙栗めの発展」田科鵞霊在の誕五以副、斡科働主主割度の誕生、閣科診環Pえ への選出 '函料働生堂法改正、顔科衛笙士業務に関

連の深い法律について学ぷ

9園 目

10回 目

歯科衛生士に期待されるもの、歯科衛生士に求められる心構え(歯科衛生士の倫理)、 歯科衛生圭に必要な知識、歯科衛生士に必要な故能、歯科衛
生士に求められる協調性～チームワーク～について理解する

1ヽ回 園
19軍 函科命住

=票
務の風開J菌科衛生生の住畢の場、仕手での心再え、職票人としての1い 稲え、人との対尽、観雲と記録、涌締と保全、安全保持

について知識を深める

12回 目

13回 圏

r付 1章 歯科衛生士の略史」歯科医療制度の鯰立と大手、歯科医療・歯科保健の高揚、アメリカ
`こ

おける歯科衛生士の誕生、新潟県歯科握師会の
歯朴衛生手規定とライオン児童歯科院の国腔衛生婦養成、保健所歯科の創設と歯科衛生士法の制度、歯科診療誘への進出と歯科衛生士法の改正、
経済高度成長時期の歯科lF話 療、題科界の新しい展F弄号と歯科衛生命について理解する

14回 目
I荷 2軍 外国の穏科医環・保1筵孝南動員」アメリカにお1する函科籍笠と、その他の風の撻科爾雀士、ニュージーランドの字絞雄l科看護鳴哺、オーストラリ
アの歯科治療董、アジア諸国の歯科治療士、歯科助手の状況を知る

iも回嗣 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時,喜再外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習償化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667。ァ/o以上)ク リアで定期試曽食受験可
●定報試験(60%以 上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科衛生士を目指す皆さんが、保健・医療・福祉に関わることの意義をみつけ、専Fヨ母装として必要なことは何か、何を学ぶのか、また、対象とする人の
エーズの担機の仕方、さら,こ淳l科衛生業務の考え方や行動の仕方を理解するとともに、lttl理 的な観点をもち、かつ科学的な裏付けをもって仕事をする
ことの意味を考え、歯科衛生活動を展Fテ予lするために必要とされる尊Fれ 矢重識・技術ならびに態度を身につけていつて欲しいc

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「歯科衛生学総論」



2024年度 授業概要
単 科 : 鶴科衛生士科

科囲名
(喪 )

歯科臨床概論

(Ciinical Theory of Dendst「 y)

必惨
選択

必惨 年次 1

捜当教員

実務経験

国

O

援業
形態

講義
総誇簡
(単位〉

13

1.

開講区分

曜日・時隈

前期

ヨース 月日翌、2時

'長

目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

歯科際節として臨際に携わる教員が、歯科医療の―翼を担う歯科衛生士として歯科医療の特徴及び特異性について講義をするっ鐵科治療の流れや臨床施例をスラ
イト
・
などで具体的に提赤じ解説できるよう教授する。

※実務緩患負1973′ 6～ 19740九州大学歯学部付属病院勤務 1974.6～ 2013.3九州大学趣学部(助手～教授)20144～ 20173奥 羽大学歯学部鋤務(教授)

【〕1連 自標】

I編 歯科診察と歯科診療所(歯科診療の場と関わる人々,歯科診療所のスタッフ・歯科診′腐所における業務)に ついて知識を深める

五縮 歯科診揆の流れ (ライフ入テージと歯科診森・歯科診察で行うこと～主な診森の流れ～)について知識を深める

※歯科衛生士を目指す学生にとつて歯科診療の入閣科目となる。歯科治擦とIよ どうしヽうものなのか、ライフステージ毎に解説し、歯科衛生との位置づけを知る

※歯利衛生士とはどんな1誠業なのかを手里解し、資格取得に必要な知識(基礎料日・臨床科自・主要9科〉との関連性を学ぷ

授業計画Ⅲ内容

1回 目
I編 撻料診孫と歯科診環鋤 11革 題科諺綴と感1 1
所」 1歯科診療所のスタッフ、2.歯科診療Fチ

'の

紹介
歯科聰

「
本の場 、2.函科諺 丁驚の場 と関わる人々、3撻 科諺環の漸雰畜 12票 霞科診療

2園 日 る議科診療と歯科衛生業務、3.歯科診廃P員 の1日 、4,保険医療機関(歯科診療所)での実務 H編 歯科診療の流れ「再章 ライフス
'…

ジと歯科

3回 目 i2章 歯科診療で行うこと一主な診療の流れ―」 1診査・検査 前ヽ処置、2小児歯科(4ヽ児歯科)

4回 園
12軍 撻科診療で行うこと一主な診環の流れ一」 2小覧函料 (口耀の舞天異甲、口震:最薄の発連、う触予lワデ処置)、 3雷科矯正、4`園耀外科 (口

腔外科 )

S園 目 r2章 歯科診擦で行うこと―主な診療の流れ―o4園 腔外科(外傷θ)治療、抜歯、四腔*歯膜疾患の処置)、 5歯科保存(歯科保存)

6回 園
12軍 菌料診瑕 l・デrで行うこと一三な診丁寮の流れ一J5潤 科1呆仔く雰オ買スロ買迪積丁正～躊逆濁;つ m、 租 I獲 っ瓢、協困探云、菌のホワイトエング)、 6穏
局治療

7回 臓 r2章 箇科診,熊で行うことい主な診療の流れ-17歯 科補革授

8爾 団
12章 謀l科診糠 で」行つこと一工な診探の流れ一 雲 8暉 晉奮凹 科・島断奮理【科 (暉 吾ヽ奮 四料 、島酪苗醒l科、観賞嬬 卜i享吾へ fザ

'尉
心 、全身狭 患への

対応 )

9回 囲 r2章 歯科診療で行うこと主な診・療の流れ―〕8,障害者歯科・高齢者歯穣(局術期の対応、歯科訪開診農)まとめ

10回 目 定ユ瀦試験対策

準備学習
時F再ヨタヽ学習

●予習・復習の実たt
●体調を整え、欠席をしないようにfb掛ける
●勉強の習慣化

言キ価方法
●授業危キャ度
●出席状況(66、 7ゆァ/。 以上)クリアで定期試験受験可
●定期義式験(60%以上)ク リアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

【臨床極論】とは歯科医学や歯科臨床への入,目 的な勉強です。歯科診療所を訪れたことがなく、歯科臨床にはとんど剛‖染みがない学生にも容易に理
解できるよう1こ「歯科医療を行う側に立つ替どrこなることを前提に歯科診療所とは・患者の特性・業務の流れなどを理解してはしい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書1應歯薬出版 歯利衛生士のための「歯科臨床機論J



2024年度 授業概要
学 科 f 曲科機:生士科

JP当 教員惨
銀

必
選 必搭 年 次 12

索協器鑽
,_"__れ 、ェ剪翠とミ▽r誓草盗 .ェ .1

O
r斗 日名
(笑 )

u科保■学

(勢復挙・歯内擦法学 '歯周治療学 )

( C→ noewauv。 ぅ。ぃこstry)

,一ス

拇集
用″夷シ

講嶺 ,濱増
紛 1争瞬
(単位 ,

OC

4

赫熟 区分

曜 fヨ・購繋

整授業 Fブ学脅
'1審

I鰈 笑務総験のある軟長 、知 見を有する執 長が、どのような載案オ興輝するのか、異 体的に記耳礎する )

解践筵褥構躙 鐵熱錦藍t鷲静霧霧君畠粧薪儀れ察rttrttr孝知鍵を習僑する▼
【箇内夜濃】で1ま戯周察患、基礎を治僚法σ,知 :駐を習待1る。

(戯房病学 ,t夕 は離珂疾岸め語i麟宍B難 とヽ′て協周報驚の解割や
',締

、フ亀展疾との分額や病修l、 今身疾患との悩趣などi▼ ついて嬢蕉「,寛 やイラストを驚いr学警する
※l登象壊体とヽフてはとにスライト峰活用t´お驚の流れがわかるような缶表寺行うィ
命年次フ月ごるに大学鋳鋭ですジ盛床実習R懲む¢

i玲
嶺て学習した央客を臨床察督て'実体再発するとIで学習タカ采を上げる,

磯麻実習終了後、接りの議義を英艦し、繊ま孝めを行う,

積09,4″ 199'■ l之抗,すド大学ぬ学部付露病院勧務
※実務接E策 考口園J由 久うOa,そ G～ 10004九 州大お‐・歯挙命]付 鷺崩隣勘務 2C014～ 20034日 本攀鶴振興袋勤務 ″C094～ 2●0,a九チI入学俵院

=ね

務 2∞ 〉.0^'2010.4森 舞アザレード大学勤務 201,4～ ジL州 大学腐境
勘務

館周滞l群の

'露

床と葡科衛生士業務、農周冶擦に必要赤診套、診断、冶療法について具体的に学`習 1ン●臨
「

A典督につなげム

・Fぃ朽按離捧復)・ 保存体復における建科衛生士の役白

"こ

う↓Ⅲて鉾ぷ

湊機曽発竣・ケ:矛轟的白内兼旅,世
it″,,沐 1岳・翁内猿猿tiお 1)る 由程衛生との役揮I

があり、路床実習Itおいて知こ註の党,1とアィ(国れる

Iロ ロ I鋼総:応 r,卓機の保募熊l'ミ の1重 類J由の保毒森法と盛科保存学、対象となる褒患

2ていヨ厨 X掘総論 f2章 甕湾よぴ歯
`翻

細識の紗蓋 ,

3割 目 選観保存擦復学 rl歳 保存擦復学の標軽 ,授報畿疾患のオ手数と境薔

お穏目 観盤保帝
‐
惨復学 ri章 保育惨復学の1障J叢 :うはの病態

SiHl営 H編保科捧復学 |,禁 保●子f多 笹学の1軍 要,保枠搭織法の I筆 頬 `準機 切ヽ細

$彎 目 工揺供等好複学「2筆 密接据復1コンポジットレジン絡笹

7営 目 憲絹保存停復学 r2車 菫強停篠Jセメント番復

3回 餌 ]綴保存掛復学 r。護 ェ職接携復浅,インlノ …″シレー渉復

9題樹 研盤 l米 存与歩夜隼 『4葦 F色構l=跡復法 ,ベエア終後、合清材およ(F崚斎常

ⅢClrI博 雹場保存修雀学
'9群

子確棒棒篠、e熱 備の課由 甘ホ●イトiン ヴ〉、6輩 保存籍復紫iお けると,科 41士士の役割 ,

1,団 ぼl まとJヽ お′メび定メ胡溢験

(僅内数法学】

1回 轡 HI駕 歯内擦法学 rf章 筐肉凍状学い織整j

をい1増 延銀 衛ぬ
'ォ

法学 r2章 籍絨繰ザア索法 ,

S固 目 被韓 自内漢法学 13葦 I彗 紙の綜去転、法 ,

4鬱 1儲 服綴 菌内森義申「硝票 積管造機 根ヽ笹売填』線管治藤の概念 ,器蒻

5回 固 llI編 南肉療法学
'4薫

機管治森,綬管究瑣J FR管治療碁料を術式、|ミ 曽:長′口l虎

0回 目 環l類 商肉療法学 r4章 横管造憲 '1専 僚売鎮」根簿治森の拡大形歳`溝錦→肖苺・傾鈴

,碑 麟
=1螺

懲内,熊 ,=学 r4輩 根督冷兼 .報管貞境J根瞥尭,撓 の情期を器癌

か固自 H,二 造内・点送挙 r。章 按傭お僚・捜管丸ナ崇,機管治禁街ョt,組未完或侍の報管糞壊

3醐 陰 雇【報 曲内衆泳「r r3章 舛村奇旬健内療法J

tO掛 目 服編 曲内策法学 ra ttl偉 の'^悔、,章 曲内療法1=然 け心安全対策、れ草 FⅢ 白蕉演に発iする歯科斡生(D役程J

11回 目 声とめおよ(ぶ 鳶輝植験

笛潜治釈〔宇 ,

1勘 H 働周璃学 ri報 ,薫 歯周お薩とtます曲周演患め有涼“1大況、歯周治寄の目曲Ⅲ慧嶺

2111日 !機 ,チ】義学 ri銀 2章 五黛な淳と剰経機の1吉 歳と義能J ttl'争 愚機の機斎と携嘉七

$回 目 歯周痛学 ri線 $蘇 包燐病のl孫 因芹介鎖1起lttAた 鬱料央て
'～

歳い、趣周鶴の子A蔭

41。l周 露周葛将単 12螺 1章 舗震沖擦f)雄め方」 Fィ
t周

,〕漁の基本企ヽ与考パ方、歳母,4燐の進め有

も回目 曲周病学 r2堺 1章 ぬ局浴手声の進め方」歯偶基本治狭、鰤翻
't科

治蕪および筐lttx〉豊能回夜清森の標準

6回 目 自周癖争 ,｀掘 ″重 歯周病の検登J歯勝稗島澄の強叢半猿度の診査方法

71つ¬鳥 歯盾癌学 12編 3煮 欝局基本治徳 〕葡爵基暮治凍の 0い 、凸暮および方法

亀鶴醤 白届串学 1?】黒4章 戯局
～
キ科治擦1舘晨ケヽ科治察す′目齢,分節、達応および使用著R

ゆ回露 泡,謝察学「之増 じ章 鋤攪治韓とヽ′ての織塗採錠卜}使 ,春蕪テ曲陶猟策におけ4監キ台妻棲、修」紀抹→ぎよぴ補壌造薫

tO回 目 筐 ,電:病 学「2鋸 6章 ドイン
'ナ

ンス」メインイナンスの重要性と速雄

11回 日 筐磨l病挙「3無 I章 博潮治森f二 おける1=1碧 {常生■σ`役割J検登、歯踊養求治豪、afttlヶ i孝Ⅲ造擦およびメンテナレスにおける金工1衛宝士の快劇

〔″IBl樹 串周察学 去をめ

卓信学習 時
繊外学習

●ヤ雪・捩雷 (′

'来
票

●体 :欝 寺畿え、欠麻をとないように心掛 Iす る
0勉強の習慣 1と

辞衛方法

●授盛態度
●出蕪状矛うでひδ ′,キ 以上)ク リ,■寛碧誠葛分雙設可
●定潮撤月テくも◇

“

以■)ク リ/て料爵革l'球 澪

貴舗生へめ
フヽヤージ

予防を■
マイクl→

景鋲分機器、材ll の

Ii棗 埓f熟

'I吾
'襟再 '雰帝手 I

域,:書 懸白棄嘉1寅 鷺科信生争シリマkI徐 存祭 lぜ学 資ヽ r′,憲法与Jr俊割森宇 !



2024年度 授業概要
攣 科 生士君

科目名
(英〉

矯正歯科学

(0成 hodo綸tics)

必修
選択

必修 年次 2
担璃教員 真と 康夫

宴務経験 ○

授業
形態

兼義
総時F口再
(単 位)

30

2

調講区

9亀∵ス

【授業の凸手お習内容】 (※案務綾砦央のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記療をする〉

歯科嬌五治,察 に対するよ戯識と補助技術・1室l科衛生ととしての役害1を魯れ得するめ
※授業媒

'本
としてrま主にスラ4・・フ・リントを活用し治療の流れがわかるような工夫を行う。模裡を使つた鷲難治療のデモ書行う。

金15園の講義中12園 目ごろ1霊大学病院での臨床実習に臨む。講義で学習した内容を臨床実習で実体験することで学者軒効果を上げる。
臨床実習終了後、残りの講義を実施し、総まとめを4=う 。

X編 姶重歯科治療の概要、成長・発育、重常岐台と不玉咬合、嬌工歯科診新、賠
=歯

科治森と『力』

狂編 不正咬合の分類、定義と特徴、治療の流れ、不正唆合の問題解決例

猛lI儒 矯正薗料治療における歯科衛生士の役割、マルチブラケット法の検翌上デモンストレーション

※実務経験 2002.4～ 2008,3九 州大学病院勤務 20104～ lttl医 療保機推進センター岬設

【割建目標】

歯料衛生業務を行うために必要な不重較含の成状および治療法を理解する。

く具体的な自標>
目標③顔面および歯・歯郷の成長発育とその部価を説B勇できる。

日標②不正咬合の原因と種類を列挙できる。

目攘③歯科矯重装置と器具、それらがもたらす国B空内の変化について説明できる。

日標④靖正治療前、治療中および保定
'粉

間rtおける日騰権康管裁法を説掛月できる。

授葉計画・内容

1回 路
11軍 H科窮止平機嗣」 珊科縮と寧 ,4｀ 二唆言く壌g異冒ガこよるこE壇 磯ヽ駐 ,日9・

'と
授`閣暉吾、ittlttI路 止溝チ景の日船とその必要協、碑料路正治療の

歴史、歯科矯工鯨床における歯科衛生士の役割

2回 毒1
「2章 成長 発ヽ育J成長発育とは、頭部・報・顔画の l」え長舞書、験の成長発育、歯・歯,げ の成長発育

31郵¬露 「3章 咬合,岐合とrよ 、正常岐合、不正咬台(岐含異常)

4回 ヨヽ 「3章 喰合」不正咬合の分類、不重咬合の分類原因、不正岐合の予防、不正岐合に対する機本人の意識

5回 目 「4章
「

l昂空習癖J口駿着癖の種類と発生頻度囃下の発達、森夕,機書ヒ療法

6園 目 「8章矯正診断lJ診断のための資料づくり、症例分析法、治疎方金|の立て芳

7回 目 「6章矯正診断2J頭都X繰規権尊藁、挨キl分析

8園 目
15豪 篤正妥置のと物力?―穏の照五カと躙の移動」縮五カ、盤lのを多動と組織反応、歯の移動様式、f7章 壻正治擦に使用する器材とその取扱い
方」おもな矯正用器具とその取り扱い

9回 目 「8章 矯正装置〕矯置装置の種類

10回 ロ 「8章 嬌正装置コマルチプラケット装置、機能的矯正装置、側方拡大装置、韻外固定装置  「9章 傑定J自 然保定、需械保窟、定鶏観察

料回日 模型実習

12回 目 「10章 歯科矯正治療の実際」成人矯正

13回 目 「10章 歯科矯正治擦の実際」園唇口盤裂

14囲 目
〔Hl革」想君秋育と患言営埋、清主冶際甲の綬直の頓1:亀・応懲燿重、ホンティングの周l準傭とアーチワイヤーの授看、聾F日再離 FI月 'バンド適合・浴接、消
毒・殺薗ユ滅薗、事務管理

15回 目 まとめ及び定期試験

準備学習
時閣外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
●勉強の習l買 化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以 .工 )クリアで定期試験受験可
●定期試験 (60。/o以 上)クリアで科議尊l位取得

受講生への
メッセージ

婚正治縦において、歯科衛生士は歯科医會下の診療を補助するだけにとどまらず治療を成功に導くために意髯の全体像を把握してアセスメントし、鱒腔
衛と、食生活、矯正装置、四腔角園筋に関する口腔保健の指導計画を立案実践します。矯重歯慕治療は予防的医療としての本質を有していて、う蝕や
歯臓病て

')予
坊ができることで生産にわたるはl腔顎顔置iの柱康維持増進に寄与しているのです。

〔使用教科書H教本オi参考書】

教本1書 :屋曲薬出版 協科衛生単シリーズ「l業〕科矯重学J

プリント再B布



2024年度 授業概要
学 科 | 士 科

掘錦数長
=

中村/上加世露封/三上/宗村
年次 2

禁務経験| O
必修
選択

必修救急蘇生、偶発事故予防・対策

( First aid for Reviva1/Prevontion of Acじ idcnt

科目名
(英 )

前

'司月曜、3'4時限目
講犠・演習

総時間
(単位)

細
　
２

開講区分

‖程日・時曖

業
態

綬
形ヨース  :

手l霞を学び、歯科籐院などの際療現場で起こりうる偶発事赦についての予防と対策について学ぶ。※救急蘇生のマネキンを使った案習を出枚り入れる

九州大学病院顎口,空外科勤務
九)ヽ1大学病院勤務 201S、4～ 2018、 8ハーパード大学勤務 20184～ 九,11大 学病院勤務

る )の するのか、、知見を

劉達目標】

こおける患常の金身管理を学ぷ

の内科的疾患の悪化、協ヨt・症の誘朦・原因を知る

医療従事者として起こりうるいかなる緊急事態にも対処できる知識を学ぶ
,法 的費任について学ぷ

授業計画1内容

1回 目 救急処置の重要性

2回 闘 蘇生法 1

3回 目 生法2

4囲 目 BLSl(確 認と救急の出動嬰請)

6回 露 2(成人の心肺蘇生法1)

6回 目 BLS3(成 人の心肺蘇生法2)

7回 目 BLS4(成 人 の 心齢 蘇 生 法 3)

8圃 欝 BLS5(AEDの 使 用 方 法 )

9回 日 BLS6(小 児呼し児の心B市蘇生法)

10回 目 BLS7(窒 息の解除)

11回 目 歯科医院における救急処置1(島所麻酔薬中毒)

12回 目 歯科医院における救急処置2(アドレナリン過剰反応)

19園 目 歯科医院 |こ おける救急処置3(心筋梗塞 =狭心症・1図卒中と意識障害)

,4回 目 歯科医院における救急処置4(異物の食道への誤疎と気道への誤飲'その他の外傷)

15回 目 医療事故と法的責樫 (法律上の責任こ医療事故の対処・偶発症が起こつてしまったら)

準備学習
時間外撃習

●予習・複習の実践
●体調を整え、欠席をしないように,い 掛ける

0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定細試験受験可

●定期試唇寅(60%以上)クリアで科目撃歳取得

受講生への
メッセージ

ト

は十分に考えられる。全身曲緊急症とその処置法、とくに医事紛争の増加l頃 向にある現在、医療率数と法曲責任について学び、起こりうるいかな
も対応できるよう、日頃からの研錨が大t刀 である。

‐
て夜漁教君書・教材"参考審】

教科書:際歯案離版 AttAガイドライン20201こ 沿つた8とSの理解のために



2024年度 授業|ユ尭要
学 科

担当教員
必惨 年次 貫

惨
択

必
選科目名

(英 )

歯科放射線学

( Dentat Radiology ) 前期

日

開講I蒸分業
態

援
形

講義'演習
総時F,身

(単位)
ヨース

放射線の取り扱いについて歯科衛生士の業務範露lを認識し、患者指導に役立てられるように理解する。

0,3九州大学病院 20104～ 2011、 5むらかわ歯科クリエック 20124～ 20153九 州大学病院 2013.10～ すえなが歯科クリエック 20227～ 九

こ詔載する)〔授業の学習内容】 (※実務経験の る教員が、どのような

※実務経験鴛巽掌落解

のエックス繰や放射線の有効性や安全性を正しく理解し、i晟影手枝、放射線防護の方法および保管管理の方法を修得する。

的構造の位置と形態を理解し、エックス子泉写真のみかたを修得する。

標②医療におけるエックス線の利用法と歯科におけるエックス線検査方法を説明できる。

至B驚 目標】

自線①放射線の特性と人体への影響および防護方法を説B月できる。

ックス線撮影の準備と`凹『 像管理、フィルムの保管管理方法を説明でをる。

授集計画こ内容

【1年後期】

回ヽ目 敏射線とその性質J放射線の種類と性質、放射線の量

2回 露

3園 隠

4回 目

5園 圏

「放射線の人体への影響と防護」生物学的メカニズム、
低減と患者の防護、品質保証プログラム、感

人体に対する影響 確定的影響と確率的影響、故射練防護、エ ックス線機影の療 度と被爆線

線量の 者の 防護と環境の 管理

6回 目 「エックス線画像の形成 五ックスイ′泉と画像の形成」エックス練の発生、被写体コントラスト

7回 目 エックス線フィルムと増感紙」エックス線フィルムと蛍光増感紙、写真コントラスト

8園 目 rデジタルl歯J像系Jデジタル画像とは、口腔内エックス縁撮影、パノラマエックス繰撮影

【2年前期】

1回 爾

2回 目
フ

CT,MR卜 US・

3園 目
I エ ッ 、フィブ ス

、感染予 El クス線写真の見方

4園 日 囲内法盤ックス繰撮影実習 ①撮影用フアントムを使って撮影・現像 ②読影演習

5回 目 「パノラマエックス線撮影の実際と歯科櫛生士の役書lJパノラマエックス線撮影の準備、患者の誘導と位盤づけ

S回 園 ミノラマエックス線撮影実習 ①撮影鶏ファントムを使つて撮影・デジタル処理 ②読影演習

7回 目
J

保管

81n4目 r放協t練治療と口腔管理1放射線治療、放射線滑療による副作用(有 害事象)、 放射線治寮患者の口腔管理

準備学習
時間外学習

●予習“復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように,い掛ける
●勉強の習慣化

評価方法

●捜業態度
●出席状況(667%以 上)クリアで定期試験受験司
●定甚翻試験(eoOノ。以上)クリアで科粛単位取得

受講生への
メッセージ

の

がはかれた診療を求められる今 放射線一般| し し、 しとこ関 Iい を持ち 正 く理角旱 広し視野をもった歯科衛生士 を 密↓旨して |よ

【使用教再喜:教材・参考書】

教科書1隠歯築贈版 歯科衛生学シリーズ「歯科放射孝・泉学J



2024年度 授業概要
筆 科 : 歯科衛生士科

科目名
(英 )

臨床 I実査

( CounoW for Laboratory Testing )

必惨
選択

必修 年次 2
当

案務経験 O

講義・演習
業
態

撰
形

総時間
(単位)

15

1

開講区分 前ユサl

自・時コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

l叢 々な臨床検査の結果は,各鳥者の健康状態を組1腟することはもちるん、その患者ごとに歯科衛生との業務において、差意すべき点を示してくれる大t刃 な4青報瀬で
す。この注意を確認することが、実際の業務における事故を防ぎ、議箸の治療等健康に寄与することはもちろん、皆さんの身を守ることが出来る大きな要素になりよ
す。この授業を学習することで、各臨床検査の中で、代表的検査の意義と方法を説明できるようになります,、

こ到達瑠標】

各臨床検査の意義を理解し、その方法を習得する。

(具体的な目標)

目標④ 各臨床検査についてその意義を理解した■で、検査の説明が触来る。

日擦② 水銀血圧計を用いて血度測定ができる。

授業計画・内容

1回 目 臨床検査の概要、一般検査 (尿検査)を説明できる。

2回 目 虚l漿と血清の進い、採血の方法、血液学的検査①(血球数、形態学的検査)を説明できる。

8回 自 血液学検査②(血液′与rモ 園・線溶系検査)を説B月 できる。

4圏 磨 生1ヒ 学校査を説明できる。

SF口B霞 免疲。血清検査0(感染症検査)を説明できる。

e爾 目 免疫・血清検査C)(血液型検査)を説明できる。

ユ園目 微生物検査(病理検査、全体検査①(心電圏、心脅圏、筋電図、脳波)を説明できる。

3回 厨 生体検査② (血圧滅1定 )書できる

9回 目 定期試験

準備学習
時間夕ヽ学習

この授業の理解をより効率的に行うに1よ 、人体の解剖・生I霞の知識が必要です。そのためIミ、授業範囲の必姿と思われるそれら範囲の予習が必要で
す。また、臨床検査の異常から疑われる病態と、それらの患者に歯科衛葉士として接する際の注意点を確認することが、この投業を皆さんが掌ぶ最大
理由になりますので、必要な病態の確認と注意点に対する考察を各自で撃習することで、授業内容を本当の意味での、皆さんの実力として身につけて
ください。。

評価方法 定期テスHこて成績評価を行う。(100%)

受講生への
メッセーフ

本授業1よ歯科衛生士としてではなく、盤療関係者全般の方の最1盛限必要な知識です。そして、皆さんがこの知識を得て、その意義を矢目り、身につける
ことで、実際の歯科治療現場における患者の安全を確保する大きな助けとなる授業です。このことは、歯科衛生ととしての曽さんのスキルを向上させる
だけで無く、皆さん自身の身を守るためにも重要な内容です。そのためにも、体調管理に気をつけて欠席や居眠りをしないようにしてくださいじ

【使用教科書・教材・参考書】

歯科衛生士数本 臨床検査 医師薬出離株式会社



2024年度 授業オユ元要
筆 秘 : 士 科

科目名
(英 )

感染予防

( prever,tior打 of】nfectiorl )

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 坂本/金子

実務経験 O

授業
形態

講義 滅習
総時間
(単位)

1こ

1

開講区分

曜自・時β艮

前期

月曜、2時ヨース

【授業の学習内容】 (※霙務経験のある散員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的1こ認載する)

食8薗の援業のなかで感染予防策として滅薦と消毒の理論と実際を習得する。

①歯科医療現場における標準予防対策の基本を学ぶ

②シチュ五―シ賞ン別に感染予防の視点で考えチェックしてみる
.     ⑥さまざまな歯科器具の取り扱い・バイオハザードの種別を学ぷ

碁実務経験を患♀よ,二 ::を 1:究鴛棗:i寝を言歎ヨ: ::】 li4打を:を:::轟埋奈華零暴錢露奄省駐鍬憲 20234～チとす襲大学病院裳崩務
【到達目標】

③歯科燃療現場における様準予防対策の基本を学ぶ

②歯李l特密の標準予防を隼ぷ(エアーター七
・
ン・電気エル・ンなど)

③歯科特有の消毒と滅菌について熱知し、実践ができるようになる

④歯科治療室の整備“手指の消毒について理解し実践ができるようになる

授業計画・内容

再回目 r歯科医療現場における感染予防螢薗科替右の標準予防、歯科特有の消轟」滅菌、手指の消森等、※歯科衛生士の一日

2回 露
:盟科のスタンダードプリコーションJ関因佐懸梁と外四性懸梁、既内思染～主要悪業部位の分類(NNIS)、 ス今ンダ…ドプリfれ―ション、感染経路子フ防～
血液感染予防対策の実際、血液汚梁事故発生時の対応

3回 自 「国腔内感梁症」病原体とは、感染するのどんな病気、口腔内,・ラ‐クが全身疾患に与えるシ黎斎
B

4回 目 r口 控内衛部の鴻毒と園β空外の消毒」 国内の特殊性、区l腔 内・外の消毒

5回 掘
1歯科器具・器概の滅画と消轟」滅露'鴻毒。洗浄ユ

I嫁 画の選い、診,環
~豊

の消轟滅霞の流れて懲梁声正患者に使用した器具の対処、滅菌,消毒の原則、
器材の消毒・滅菌方法、消毒液の水準と対象徹生物

G回 露
「消毒法指針」「滅菌法の分類」鴻毒液の使い方、消毒液の調製法、高圧蒸気滅顧、乾熱滅菌、音健化五チレンガス滅菌、ろ過滅菌および超る題法(ブ
ラズマ滅菌、火炎滅菌

7圏 鐵
I蘭科盛綴屍票物の分類」1子滉いとク国―フの秘t念】懸梁性医療凝粟物の種頚、医療魔乗物の懸包に用いる容器とその材料、院内感染経路、手沈
い、衛生学的手洗い、ゲ園―プの装若

8園 目 「血放感染症Jr感 染症とあらかじめ分かつている患者への対応」「針刺じ事故等とその対応」

準総学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)ク リアで定鞘試験受験碧√
●定期試験(60%以 上)ク リアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科における消毒と滅菌はどのように考えるべきであろうか?我 々盛療従事者は様々な危険にさらされているが自本ではあまり気にしていないのが現
実、タービンハンドピースの使い圃【ン、ゲ劇―プの使いF舜ゴじ・̀自 分が患者なら…そう考えるとでっとしませんか?標準予防対策(入

'シ

タ
・―卜

・
7・リヨーシヨン)の

憲L木を理解し、実際に1よ 目に見えない微生物を心眼でとらえるような気持ちがなければ、その実行は難しい。院内感染予「チJの知識孝習得し、臨床で実
戯できるようになって欲しい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 i盛歯菓出版 歯科衛共士のための感梁予防スタンダード



2024年度 授業概要
幹 刊 : 歯科 衛生士荘

科奮lね々
(4)

範不→予防処置論 I

(DК pottiton o,DenitJ P,cvcatoぃ X ,

務

沢
必
選 必体 体次

綬恭
形犠

鎌 漱
総的餌
(単伐】

藤講区分 れ期'後期
:ユ ース

モ1野業の争番内容ヨ(※薬沿絵験のある萩,′と、策見を石する萩▼Rが 、どのような殺案を要うれするのか、具体的に誕駁する,

I埼

ぷ実務器獣

【割鐘自
=兵
】

盗I科 予防処 1送 磨建櫛清掃 クッ化物 ,小富製巌墳窯遊などう観鶴■キ健・取を扱い`勤巣を畿甥でをる.

1前期】

1回 目 歯科衛生士澪大業務を法律について|'gi解 す重,

露団自 碑,空♯割上方命用おについく概説できる

3回 目 肖オt予 謗婦量に{更用する学打具の名林オt増逮に,いて,D残を深める

4ぼ舟1目 白磨
'祥

ケット劇芹/ダミを使つた崇1歳原の体験案晋

お建目 クィントムの壊り扱い/類模饗の取り付け、こキスブ舞―ラーおよびブ爾―?'Φ取り搬しWこ,いて理解する

δO目 シックテレタイプスケーラーliつ いて理解する

ヤ霊働 衛者のポツショ岳ング、議者の位綸について、ミラーツーク:=つ いて霙
'こ

する

専毒常 ポケットの付与された載Ⅲ♯型をつか●,1フ衝一どング案習

筆溝 曽 マニ牛ュア後率をした顕模カコを使ったスケーリング察習

10回 遷l

14tうコロ

入工幽百はを塗有した頚襖型を慎,たスケーリンアプ突褪

大工:歯石Aを益布した歳様型を使つたスケ リンダ実習

12回 雲

19回 目

儘護研鷺 ,r'MIcIェ っいて ?イ クliキ ーター,)取 り級く`蕉:→ いて理解 ,芸級する

螢置,薪 終基礎実督(干
】

,4riⅢ書

13回 日

鱒面W'お惑ミ聡察譲
‐
2

宝期試験対策

【俊期】

1'2園 日 手用スケ ラーについて(ラックルの使習および主体■舟する配慮)

3,4倒 日 糧五実習手lR(′準確～復オ針け芸て,い―ルブレイング

工お0目 El庁奎,特 診査 ,33～ 43プローどレグ榊 I:察 習 (a iw卜の最り熱い ,′■体へ'vつ 博虚→吉渫挙深 )

7.3回 a 30～43/19イ ′ヽ2ど シックルタイブスクーラー傑件鵜至実習

0,Ol・引」黛 亡l面 研麻について OA,1'の 取り操い

ti,12回 目 93～ 4S/IS～ 20子働留員研驚構イ奏習

10ヽ 14回 自 94～ 令,/44～ 4インックルタイプスケーラー l父 律雑重案督

IS・ 10回 目 ,4～ 1′ /2■～2ツ シックルタイプスケーテー lく 作様重実普

17・ 18EI目 上下政a曲郎ラックルタイプスケーう一媒モ1憎烹実督

Iり ,20回 置 雹面
'テ

避報重爽習 (奎験 )

11'2,a目 £MTCkつ ヽヽて シックル
'イ

プスケヽ ,一)ャ ザニレゲの
'こ

論をJl館する

23・ 24綺 目 フッ化梅の尽癬 (計算含↑′`)およくデ小屈梨涵娘霜濃にi,い て理解する

'じ

2ヽ6芭 自 ,パーダ2、防温譲強および躾型上での小腐裂浦譲精f″蕪り競tWiつ いで瑠秀1す る

芝,`空 と革岳 ,バ ーダム勝湿およ1^小宴裂給装浪

`稲

上)

29,$0雷 恩 ,ッ化ジアンミレ銭 tう 応用 フッ14場撤凍塗書業習 (‖ナ遠 れ,ラ ン法 イおン轟大法〕こ◆tヽて理終する

St目 霞 定期試憲露繁

卒衡学奪 時
'辞
夕ヽ学

0予習・1隻書の英遵
0,Ⅲ携民と整上、史殊と′ヽ章いよメミ心掛1,心

●魅強の 寺`長榛rレ

解儘方法

●鞍業態衰
●出庶・代滉 t66′%以■)少 リフアで々 難激験受談珂
●定職・貧験 (心じ与6ル ti),セメ (を4鸞 博笠射,特

受滲生 へのメリと~ 【盤料学lⅢ 拠と,イ (よ 、豊および 再ヽドイ働疾燕考予鋳tぐ健康な状結オ雄命■苺造するすとめ,■ 行われる等ヤ|や与ヽな処織4い とヽラとす●
〔鈍■I予 勝基越】lλ塩科軒登士法により 絶工ヽ常了生士が紫み強すJr(1う ことができ牽奪r嶺齢,真務であr、 働う.楚 郵と侍|1樹よ■のうがそ手うことお1(よう末椅です(■t,HCは 、入rX

との■―末に弁▲学働な根雛Ⅲ士,今 て応えら4る .kう f二 、歳14予 曲褒ヽ苫に開帯る辞F再 0うな芸C:長 と手,織を帯伴t′ 吉す〉

業II諄 :翌色業豊
`及

舘41s生学シリー 、rrttIIⅢ 勝拠雄恭 衛Httliit岳 学辞,/簿千1fl'i士のI(,子′霊1島A敏予能洋lヽ ■t将 2振

'
テ,ン ト瑶布

t僚后教科書 :漁材季―工番,



2024年度 授業概要
学 科 I 歯科衛生士科

科目名
(英 )

歯科予防処置論薫

(Dispositiota of Dental prevention II〕

必修
繋択

必惨 年次 2

:簸懇|

授業
形態

講義'演 習
総時間
(単位)

F″弓 分

露目―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのようなす受業を実施するのか、具体的に記載する)

う蝕・歯同疾患の成り立ちを学び知識を身に付ける。また、う蝕・歯周疾患の予防法についての知識と技術を習得する。
また、臨床案習に向け、臨床に即した施術の流れを習得する。繰り返しの実習により知識・技術を定着する。
※講義(知識の整理)⇒模型を使った基礎実習⇒人体での相互実習
※相互実習で1ま 治療同等の感染予防対策を身に付けさせる

※察務経験

【到達目標〕

Э各種スケーラー(ゲレーシーキュレット・超音波スケーラーエアースケーラー)の種類と特徴を理解し倒腔内の状況に合わせて選択できる
②各種スケーラーの使用方法を理解じ実施できる
Oキ轟レットスケーラーのシャープニング理論を理解し実施できる
④歯科保健指導との開連性各I里解し、歯科衛生過蒸皇に耳貫り込むことができる

授業計画

it2回 目 キュレットスケーラーの構造と使用方法・操作を理解する(SRP)・キュレットスケーラー繰作表の作成

3“園園 キュレットスケーラー操作基礎実習

う。6回 目 越音波入ケーラー・エアースケーラーの取り被いについてチ理解する

7・ 3回 目 超音波スケーラー'工7-スケーラー相猛実普

9・ 10回 目 歯,覇 清lf議器【二7-フロー】・サブソニックブランシステムとユリー 1の再ヌリ扱い

11・ 12回 目 議置清掃器(エアーフロー】・サブソニックブラシシステム【ュリー】の穏こ実習

18・ 14窪僻選目 聞診～診査(歯式)～ EPP～歯面研磨・PMTCO

18・ Ⅲ6囲 目 閣診～診査(歯式)～ EPP～歯置研磨・PMTC④

17・ 18囲 目 選着波S・ エアーS'ハンドS相五実習(総復習)③

19・ 20t磯 劇 超音波S,エアーSツ ンヽドS相重実習(総復習)②

2卜 22回 目 九大実習期間中彗検日(自 分のウィークポイントすこ重点をおいて)、 (4人 1組 )術者4補助者"患者→実習帳チェック

23・ 24薔営B爾 九大実習期間中登校爾(自 分のウィークポインHこ重点をおいて)、 (4人 ¬組)術者・〉補助者一)患肴―実習帳チェック

25,26団 目 九大実習期間中登校日(自 分のウィークポインHこ重点をおいて)、 (■人」組)術者→補助者→患者→実習帳チェック

27・ 28回 Fヨ キュレットスケーラー操作基礎実習

20・ 30回 Fヨ キュレットスケーラー操作権互実習

1甫 試験対策・歯科予防処置 400F静民テスト

準備攀習
時FB再 夕1学習

●予習Ⅲ復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習1負化

評価方法

●授業態度
●出席状浣(667。/6以上)ク リアで定期試験受験可
●定鵜試電交(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

〔歯科予防処億】と
'よ

、欝および四腔の疾患を予防して健康な状態を維持・増進,るため1こ行われる専F身 的な処置をいいます。
(謹科予防処置】は歯科衛宝士法により、歯科衛生士が業務独自で行うことができる奪閣的な業務であり、歯科医師と歯科衛亀士のみが行うことがで
きる業務です。本科目では、人びとのと―ズに科学的な根拠をもって応えられるように、歯科予防処置とこ関する専Pη 的な知識と横術を惨得します。

輩使用教科書・教材i参考善】

教科書:医歯葉出航 歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論」
プリント薇と布



2024年度 授業概要
揖 筵

必卜
滋択

必 巖 年 次
荒巻 裕子 /メ L曲 黛手

“

ど件暮鼻
:

実称舛歳 : 0
孝I自 お
(芸 )

由牟,保健指奪弟 f

(0,Iおぃotじ
`う

tnい 1ド●Btth状 ) 嘉

麒

校

Ｖ
0いA

S換 禁撃 律
'キ

r,1

(輝 竹)

11゛ 素の0晉″再奪】 (※ 褒楊奉登壕のある教員、知現を有する教長ん`、■のようなlく 素を実斑する1夕)か、具体飽に鷲連する)

口縦係笹のを強T,l:ヨ 芽と1とをへ0理解を漂め、戯大を州蒙としてその人の■′きヽヽともを■1,,大 ri持した箇FJ紫優士野に菱なさせ

`た

めの専衛鱒4立輩からの真li奮 と桜助がでをるナう与脚芯,強

`と

,積 舛養聟得すだ1.

)く 案耕番輩

人Rメとの銀,口離企韓傘守構̀
喜
'4滋すら

'ィ

4,ヽtiブロクxッ ショナルクア章!レ ,ケ ン・■ヽ,とすイ,ア イン
'こ

*たなる類凛、按備および筆
=を

督得

露¢劇彙警(a大、来田,の 1責 線を辞Iれ し,と 鶴4'■榜時!盤素をもと,4歯 ,任 P'介 入
`「

,た め′,フブリすラとをFl餞立来する一嬢▼,方 法を惑と明するす

彗掛砂口殻,:i筆妻′″缶うために必要な知よ嶺、被歯および雑虚を誓得す′,I,

1回 回 1篠 韓イオ採韓指導総奮I:章 穆諫 韓ヤ1'ユ 盤指導な
`よ

協111解健
'む

導とは健教育テ歯″:繰 ,P'鷺球織の猛終、儀療の機去.予鱗の機念

2回 g r含日,BI突督,2年 策fiよるTaI、 懲雪として盗ヤ4硲f生とで)強 ヨすを知る

a僻 脅 用権 rt軍 ぉ證の基礎知強 奪r丹 蜘越離知募,,■実 線歳保越X常僚υ,凄 好 初熟歳査の環解と正省
'オ

ロ監、機周翻織、1氏 露と欝機の形霊、ra蔵 の1残 籠、経食鎌下

4B幣 r)はと繊l爵 親のと震知識,pttAO〉】構物泌競窃、プラ ク盗看、う敏色濁翁.昔およFメ B饉絡霞1歩表輝I、 筆欄節盛
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2024年度 授業概要
学 科 :

修
択

必
選

必修 年次 2
0

科目名
(英 )

歯科保健指導諭こ

(Guidance of Dental Health■ )

a―ス

糞
彬

撰
影

結義'演 督
総時間
(単位〉

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員ミ知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

目腔保俎tの 意義の理解と他者へのI整 解を深め、個人を対象としてその人の生活・行動をその人に適した歯科保健行動に変容させるための専F写的な立場からの助言
と援助ができるよう専門的去働識・技術を智得する。

※実務経験

病の概念を理解し、人びとの歯・口腔の健康を維持・増進するために、プロフェッショナルケア・セルフケア・コミュニティケアの基本となる知識、技術および態

目標①対象・吉(個 人、集回)の情報を評価し、腕科衛生診断繕果をもとに歯科衛生介人のためのプログラムを計画立案する―速の方法を説明する。

目標②爾腔岱生管理を行うために必要な知識、機術および態度を習得する。

る。

、専門的知識、技術および態度を習得する。目擦③各患者に合わせたEl

1 患者指尋用チヤート作成 最ヽ終チェック 指導者としての知識と態度

2 舎翻181の説溜ジユ流れと配届

3 rBI実習リハーサル(大日重裳習〉①

4 TBI裳習リハーサル(相重実習)②

5 2年生による1年生へのTBI実習2部前 (延長あり)

6 2年生による 年ヽ生へのIBI実習2部制 (砥長あり)

7 子BI実習撮り返り(SOAP方式に転記)

8 3年生媒体発表評価

9 九州大学病院臨床実習に商けて1(歯式・賭号・歯肉の異常など)

10 九ll,H大学病院臨床実習に向博て狂(術式・トレセツ(CR/RCT/RCF))

11 九州大学病院臨床案習に向けてЩ(歯周外科 J口 腔外科)

12 九州大学病院臨床宴習に向けてV(義歯/ゲラクソスミスクライン)

13 九州大学病院簡床実
δ甚・ に向けてV(孝甫綴i矯工)小ノートチェリク

14 ヨ1験対策

15 試験対策

準備学習
時F猾再夕1学習

●予習・復習の実島t
●体朋を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法
●授業態度
●出席状況(667。/6以上)クリアで定綿試験受験可
●館其稔試離央(60%以 上)クリアで科固単位取得

受講生への
メッセージ

錦科衛生歯υ)S大業務のひとつである朧科保攪指導は、人が自らの夜雲康を
'考

え玉しい生活習慣や態度へ行動できる行勇′れ(ヘルスプロモーション)を養う
率F景 的な知識を指導するための矢B識や嶺術を習得する科路です。少子・高齢社会の到来により、個人個人の機康への意識も変化してきました。時代の
ニーズに合わ tきて専門家として正しい知識や技術を伝え、いつまでも健康で自分て食事ができるためには、歯や口の健療は不可欠な課題です。また、
韓だけではなく金身の健康を考えるために、1と の医学森職との逮棋も必要です。そのために1よ 争Ⅲ学的思考や分析、指導計置の立案できる能力が求められ
ます。さらrt、 患君さんへ寄り添い、継続したサポートをすることが必要です。そのためには、患者をチ里鮮するための医療顧接技術、

=コ
ミ゙ ニケーション能

力など必要とされる能力は多Ⅲ女にわたります。実屈表的な授業を通して学んでいきましょう。

【使用教科書・教材・参考善】

茎文科書:医歯薬出敲 歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論」
プリント配布
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2024年度 授業概要
,学 科 ;     機科衛生士科

歯科診〕寮構駒論 H科目名
(英 )

( of Dental Assist 〉

必修
速択

必修 年次 2
担

O

授業
形態

訥義・演智
総時間
(単位 )

6t

増

隠分

霞ヨース  主

て授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記餓する)

歯科治擦における、診療の補助,貴付業務などの機能を理解し、粛科衛生士としての心構えを身につける。
※診禁内容

「
とに項目を細分化し、実際の需朝を用いて実習を行う。

※臨床科国の講義とリンクすることにより全体の流れも理解させる

※実務経験

【勢1連 露標】

さまざまなライフステージにおける燦l稗医療に対応するために、専門的な歯科医療の補助に関する基V湾 的知識、横術および態度を習得する。

目標0歯科治療で鶏いられると要歯科材料のイ筆類、基本的性賞お歳び標準的な使用法を説明できる。

霞棒②謙I科治療の手順を機説し、薬剤および器材の使用法を説明できる。

霞擦③歯科診森の準備と基本動作が実践できる。

授業計画・内容

【前鶏】

1.2回 目 国陸外科診療韓助(島所麻酔～縫合)※替刃メスの諸脱輿習・人工皮膚を使つた縫合実習

31回 目 シリコンラバー印象材の取り扱い 暫Я爵月被覆魁作成実警のための検聖作成(超硬石脅の取り扱い)

38趣 目 歯周外料治療について(講議)歯周外科治療時の歯局パックの取り扱い

7.8圏 目 暫問強覆管(TEC)作製 既成霜による作成/F口象法による作成 ―括法示識のみ

910回 目 九,1ヽ 大学病院臨床実習にむけてI ①手指消姦②グロ…ブマスクの取り付1すと処理⑤トレ…セッティンす(CR/RCr/RCF)

11,12囲 博 九州大学病院臨床実習にと,けて1(1)セメント練奉B実習②僚封材練和0シーウー練蒼4i

1914園 目 九州大学病院臨床実習にむけて【ll ①バキ基~ム操作②鶏勅練和器③セメント、振対材、シーラーリピ…Ⅲ練習

1516回 鐵 九州大学病院臨麻実習にむけてⅣ ①各種紘歯の準備②鵡綴治療準l,廠

1713園 目 九州大学病院臨床寅習にむけてV①スタディモデル作製θ)ための中象探得(石脅注入まで,

1920回 目 2年生のによる1年生Fp象採得'口 腔内写真撮影実習こ)

212?回 目 2年生のによる4年生印象採得`田 腔内写真撮影実習②

2324園 目 2年生のによる1年生印象操得・園腔内写真撮影実習③

25261コJ戯 1年 生の模型に模型台を付ける実習′TEC作製・ln台着りせ'一卜案習

27.28回 昌 寒夭 ,ア ルジネート連合印象・咬含採得(4目重寮習)

29回 目 試験対策0

30回 目 試験対策②

準l講 学習
時F母身芥学習

●予習・復碧lの 実践
●体調を確え、欠席をしないよう|こ 1い掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以 上)少リアで定期試験受験
●定期試験(60路 以上)ク リアで科目単位取得

可

受講生への
メッセージ

い 。

【使用教科書・教材・参考書】

教科き!医歯薬出版 最新商科衛生学シリーズr歯科診療補助論」「保存修復学・南内療法学 ,「歯周冶療学」「凶料補4暴 学」「口胆外科」
プリント配布



2024年度 授業概要
学 科 :   歯科衛生士科

科鐵名
(英 )

麓科保健指導論亜

(生活指導と歯科衛生士)

GりidanCc of Derlta'Heaith題  ,

必修
選択

必惨 年次 2
担当教員 荒巻 裕子

O

授業
形態

講義,演習
総時間
(単位)

こヽ

1

分 後期

火曜、コース

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員.知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

口腔保健の意義の理解と他着へのI畏解を深め、個人を対象としてその人の生活・行動をその人に適した歯科保l建行動に変容させるための専門的な
立場からの助言と援助ができるよう尊聞的費g識・技術を習得する。

※実務経験

【劉達目標】

歯周湊恩と全身疾患の関連性を理解も、人びとの節J口 腔の健康を維持・増進するために、プロフェッショナルケア・セルフケア・コミュニティケアの基本
となる知識、技術および態度を習得する。

目標①対象着(個人、集翻)の t青報を評1面 し、歯科衛生診断結果をもとに歯科衛生介入のためのプ園グラムを計画立案する一連の方法を説口月する。

日標②口腔衛生管理を行うために必要な知識、技術および態度を習得する。

目標③各患者に合わせた日腔健康管理と指導を行うために、専門的知識、技術および態度を習得する。

授業計画・内容

1

2

3 l建康教育について 歯科衛生士の閣わり方

4 メタボリックシンドロームとは

3 喫煙と歯周病

6 健康寿命の延伸とフレイル予卜方(栄養指導・運動指導含む)

7 症例検討 (数値の理解 アヽプローチυ〉方法 ,篠残歯接・指導者としての姿勢)

8 身体活動のメッツ 試験対策

準備学習
時F爾弓外学習

●予習・復習の実践
0体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評1西方法

●授業態度
●出席状況(66.7%以 上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (60%以上)クリアで科薗単位敷得

受講生への
メッセージ

画 科 何 工
=(プ

θ3仄 莱 め てン,t^在つ ごめ 0四科 ,R4蛭預 コ畢ほ 、人 猾` 日う(ガザ犠圭尿 倉巧 え止 しい生 活 暫際 甲 懸 反 へ 何 翻 Cご 0イT剛 (ヘル人 ノ鰤

モーション)を養う専門的な知識を指導するための知識や技術を習得する料霞です。少子・高齢社会の到来により、個人個人の健康への
意識も変化してきました。時代のニーズに合わせて専門家として重しい知識や技術を伝え、いつまでも健康で自分で食事ができるために
は、歯や口の健康は不可欠な課題です。また、歯だけではなく全身の健康を考えるために、他の医療職との連携も必要です。そのために
は科学的思考や分析、指導計画の立案できる能力が求められます。さらに、患者さんへ寄り添い、継続したサポートをすることが必要で
す。そのためには、患者を理解するための医禁面接技術、ヨミュニケーション能力など必要とされる書と力は多岐にわたります。実践的な援
業を通して学んでいきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書′医歯薬出版 簡科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・麓科保健指導論」
プリント配布



2024年度 授業概要
学 科 箇科衛生士科

科露名
(其 )

口腔生 I里学

(OttI Physiology)

必修
選択

必修 年次 I

担
」諷教員 宰都宮 美躾

実務継駿 O

イ畏業
形態

講義
総欝F瞬身
(単位)

1こ

1

開講区分

'覆

日・attl疑

後期

ヨース  : 月曜、奪時部長岡

r授業の学習内容J(※ 実務経懲父のある教員、知見を有する教員が、どのような‡受業を実施するのか、具体的に言と載する)

顎顔顧および園腔領域についての生理の知識を習得する。
【口腱の機能】咬合エロ鳳

'欝

Ⅲ疎下`発声・昧覚・嗅覚
【口腔機能の異常】疎下障害・囃下の病態,構音障害

×案務経験 摺警森溺磐
a3児玉歯科医院勤務 掏

“

4～ mみなみ歯科勤務 20004-12榊 歯科勤務 2COl“ -20破 B九 ,引 大ぷ
手歯学部小児曽科勤務 2002お―′

lヽ

【割達露裸】

0額顔画領域およびEB腔領域の各部機の機能を理解する。
②噛醗筋および番骨止筋群の機能を説明できる
③顎聞節の構造と機能を概説できる
0苦の構造と神経支配 運ヽ動・味覚・感覚を理解する
9‖食含とコ量疇を理解する
③歯“rlη空の感覚、発声・瞭下、唾液について理解する

授業計画1内容

1回 目 「第1章 隠,空生理学|よなぜ必要か」歯矛歯周組織毅鶴節の構造と生理について理解する

2回 目 「第2球 歯と歯周組織の生理Ⅲ歯と歯髄の構造と機能について理解する

3回 目 r第 2章 簡と歯周組織の生理」歯の動揺度と歯F=]皇 離翻猛tについて理解する

4回 目 r第 3章 岐合と
'量

暉J口交合、下顎位、下顎の運動:こついて理解する

6回 自 「第9章 咬合と咀暇」限界運動、顆反射について理解する

6回 層 「第3章 岐合と咀a需」唱疇、a交合力と碑こ11需力に1)いて理解する

7団 目 r第4章 吸引・疎下・曜吐・El呼吸・口長J吸引・疎下・コ巳吐・に4呼P及・口臭について理解する

8回 目 「第5章 歯と口腔の感覚」歯の感覚、
=l用

牢片占膜の感覚、味覚について理解する

9回 曽 「第6車 唾液」唾液の分泌機構、軽液の性状と成分・唾液の働き、B琵 液と疾患について眠解する

10回 目 「第7章 舞声」発声機構の概略、咽ュ員の機牟斉、発声の生成、言語音の形成、商・固腔とすと書について理解する

11園 日 まとめ及び定期試験対策

準僚挙習
時間外学習

●予習・復習の実ユ曳
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉ξとの習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況 (66,7,ア●以上)ク リアで定鵜ξ式験曼唇宍耳
●定期試験 (60%以 上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

近年、若年者を中心にう食1の減少が認められる一方、高齢君人爾の増加と中高齢者層の残存歯数の増加が相まって、歯局疾患憩者数の増加が明推
となっている。さらIこインプラント治療の拡大などもあり、歯科治療における中長期的な予防管理(メインテナンス)の重要性fよますます増大しており、こ
の中核書担う歯科衛生士に対する期待1よ 一層大きくなっているs連携医療のなかで歯科衛生士|ま他職種とスムーズなコミュニケーションを取るために
必要な全身の知識に力磯え、日腔の専F写職としてにl腔の「構造 ,と r機営ヒ」を掘り下げて理解する必要がある

【使用教科書・教材`参考書】

教科書 :際歯菓出顔 歯科衛生学シリーズ「口腔解割学H口 腔組織発生学・El腔生理学J

プリント百二布



2024年度 授業概要
学 科 : 生士科

科目名
(英 )

ヨース

日腔病理学

( Pathology )

必惨
選択

必修 1筆次
担当教員 1   篠原 正徳

実務経験 |     ○

捜業  |
形態  i

講 義
総時間 :
(単位)i

3麟

鮮臨| 金曜、3・ 4時限目

後期

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

【病I里学総論】各疾病の共通性や握学の基礎・医学用講
【病理学各諭】猾機器などにおける各疾病の特徴
【口4空病理学】園腔領域の疾患を含め病因論についての知識を習得する。
スライドやプリントを活用し授業を行う。範囲が広い為中F瞬弓テストなども実施する。

※実務経験 銚霧
・4～ 199819九州大学歯学部付属病院勤務 199810～ 2014,3熊 本大学医学部歯科口Я空外科勤務 2014.4～伊東歯科爾腔病院

【割達目標】

【口腔病
“
里】

③歯の発育異常・岐合異常r萌出時期異常を列挙できる
②歯の損傷と着色J付着物について説明できる
③う蝕の疲学について説口月できる
④歯髄病変について説明できる
③歯周組l鋭の病態について説明できる
⑧口腔粘膜の病変について説明できる

授業計画・内容

1回 目 「第1章」 歯の発育異常について理解する

2回 目 「第2章」歯の損傷と着色・付着物について概説できる

3回 目 「第3章Jう蝕について概説できる

4園 目 「第4章J象牙質・歯髄複合体の病変について理解する

5・ 6園 目 「第5章」歯周組織の病変について概説できる

7・ 8回 目 r第 6章」 口腔粘膜の病変について】里解する

9・ 10回 目 「第7章」口舜空領域の嚢胞と矮瘍についてI理解する

11回 目 「第8章こ 区l腔廃について理解する

12回 目 「第9章」鞍骨の病変について理解する

構回目 r第 10章」唾液腺の病変について子理解する

14回 園 「第11章」 口身空領域の奇影について理解する

15回 目 「第12章J 四腔組織の加齢変化について理解する

準備学習
時Pョ弓外学習

●予習・復習の実践
0体調を整え、欠席をしないよう1こ 心掛ける
0鐘強の習慣化

評価方法

01受業態度
●出席状況(6670′′。以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(600/o以上)ク リアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

病理学は医学や医療の基本的な考え方を提供するとともに解書1学・生チ昌学・微生物学・薬理学などの基礎医学の宍樹裁を医療へ結
びつけるために統合し、病理組織診断として臨床各科へ医療に直結する情報を提供することになります。さらに、疾病の予防に有用
な知見を提供しています。口用空保健の最前線に立つ歯科衛生士には今後ますます金身的な疾病と健康の管テ里や、他の健康・医療
分畢予と連携するための基本知識が求められているのです。

【使用教科書・教材・参考書】

孝文科馨 :医歯薬出版 歯科衛生撃シリーズ「病理学・■lЯ空病理学J

プリント配布



2024年度 授業概要
攣 科 生士科

科目名
(英 )

衛生行政・社会福祉学

(Pttblic Administration'Pub‖ o Weifare)

修
択

必
選

必修 年次 α
担当教員 柴厳l幸江

O

業
態

授
形

_薦素
総時間
(単位)

区分 学胡

・時 2 目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような与受業を実施するのか、具体的に記載する)

衛生行政Ⅲ社会福祉学の授業では、歯科医師とけて臨床に当たってきた教員が、歯科衛生士として必要な知識である法制工行政・社会保障について講議をし、歯科
保

'農

隠療の普及と向上のために必要な知識を教授するぐ

※実務経験 19937～ 九州大学歯学部付属病院勤務

【割壊目標】

協本の保健 ,医療・福祉制度と盤事法制を裂解し、歯科衛第のあり方を考える態度を養うために、商科衛生士に必要な法律・制度に関する基本的知識を習得する。

授業計画・内容

1回 目

2回 目

ri章 衛生行政J法制概論、衛生行政の概論、医療の動向につとヽて理解する

3回 目

4回 目

5回 目

「?章 歯科関係i法1爾 本の協科燃療制度の浴革、歯科医師法、歯料待生士法、歯科技工士法、その他の開係法規についてテ肇解し、歯科衛生士法―
について概説できる

6回 目

7回 日

8園 目

「9章 社会保障」社会保障の歳義、社会保障のlttl容 、社会保障行政機構σ)概要、現行の社会保険Iこついて理解する

9回 日

10回 目

11回 目

「4尊 社会福祉J社会福祉行政、公的扶助、社会福祉の実際について理解する

12回 目

13回 目

14回 目

r5章 医療保険」医療保険の概要、医廃保険の仕組み、医療保険の実際について理解する

15回 目 まとめ及び定期試験対策

準備学‐習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評1函 方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)ク リアで定期霞武験受験可
●定デ視試験 (609も 以上)クリアで科目単位耳又得

受講生への
メッセージ

云倖のltB6重 Iよ x●Eしいズ,｀もしれ丁せんが、国ス瓢票にも餌選され/o大手傘琵囲です。意外と身近にある社会のルールであり、私たちを守ってくれるもの
で

~J・

。頑3長 つて勉強しましょうc

【使用教科審・教材・参考書】

教科書 .医歯業出版 歯科衛生学シリーズ「保健・医療・福祉の制度」
プリント配布



2024年度 授業概要
単 村 生士秘

猟日名
(英〉

口腔ケア・歯科ぬ科学

( Guidance of Dental Hcalth I )

修
択

必
選 必惨 学次 2

O

業
態

揆
影

講曇'湊習
総鋳閥
(単位)

隣再

限ヨース

【操業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記裁する)

母腔ケア基礎賽構識を教本として活鳥し、口腔ケアに関する初歩的な用議、手披の知識を習得するぃ
.晟終囲にて試験を実施し、「鱒腔ケ7も級』傲定を取得するととを目的とする。

※突務経験 ′0027～ 2014,2北 海道大学約務 2011.3～ 201610北 海道大学病院勤矛雰 2016、‖～九州大学病院勤務

【至1建 騨擦】

健康と疾病の様念を理解し、人びとの歯Ⅲ回Я空の健康を卒七持・増進するために、プロフェッショナルケア・セルフケア・詢ミュニティケアの基本となる知識、技術および
態度を習得する。

倒腔ケアの重要強を理解し、餞隆衡生管】豊を行うために必要な知識、技術および態度を習得する。

lr獨ョロ
r基礎編 Hl腔ケア定義11)口 腔ケアの定義 2)噛むことの定義 3)営腔のしくみと働き 4)口 腔組織の加齢変化について 5)筵】腔内の徹生物
6)El陸組察のポイント 7)口 腔ケアをすアoときの注意事項 8)口 腔ケアによる感染予携勘黒 9)園 腔ケアと誤聴性肺炎 10)匠l津痛と口月空ケア

2回 目

「基礎編 口腔ケア重要性」 1ヽ)口腔ケア前の手洗いのポイント 12)口 腔ケアの一般的な方法に
寝たきけ嵩齢者の日腔ケア 16)口 腔ケアにおけるチームケアσ)箆要性 17)田 腔ケアと言語 18

とEl腔ケア 20)栄養ケアマネジメントと口腔ケア

ついて
'3)口

腔粘膜の清掃法 14)舌の清掃法 15)

)病棟に盗ける看叢師の回題ケア業務 19)栄養管理

3回 目

「慈礎編 lFl磨きと口腔ケア」21)歯プラシの選択 22)歯磨き剤の種類Ⅲ効果、使用滋 23)歯間プラシ(怖terごentが 急rush)24)電 動歯ブランとジ重ツト
水流式口腔溝綿察書 25)補助的清掃用具 26)染め出しの意識と方法 27)自 分で歯磨きができない人に効果的に歯磨きを介助する方法 28)歯磨き
方法の適応と種類 29)鱒書の種類別の歯磨きの工夫

4回 昌
「基子筆編 含1欺と口腔ケア」30)う がいの一般白でザな方法 31)含嗽菜の種類と成分 32)う がいのできない人のケア方法(高鈴脅以外、意識障害など)

33)ケア時、水に対して「むせこのある患者の方法と注意点 34)高齢者にうがいをさせるときの注意点 35)子供のうがいの指導方法

5回 目

r基礎編 義選lと 口腔ケアJ36)義歯の種類 37)義歯の入れ方、取り外し方 38)義歯の管理 39)義歯を取り外した後の固腔ケア 40)義薗θ)接着
剤、安定剤の種類と成分 41)義歯の洗浄剤とその目的 42)議歯装清による味の変化と変色について 13)義歯使用患者の食事の注意点 44)義歯
の悪臭について 45)義歯強口内炎の予防法 46)義歯洗浄斉とでなかなか取れない汚れ 47)義歯などの補綴物を飲み込んでしまったときの対応
拿3)合わなtヽ議謹差長期間使用した

'島

合のF口尋題点 49)金
`属
の義歯床の和I点 ,欠点 50)湾が抜けたまま放置した場合のF司再題点

G圃 目
「基礎編 麟敏・歯周病J79〉 キシリトールについて 80)高 齢者の虫歯のを寺徴 31)麓l周 病とは 82)歯周病のチェックポイントと予防法 83)グラグラし
て抜けかかつている歯とこl腔ケ784)歯局病と喫煙の関係から 35)薗周病と関連する生活智横との囲1素 88)薗翔痛患者の

「
l腔ケア

7回 昌

「
'い

用お岳月杯に輝音
'丙

ヌヽ(ア

'め
る万〔′,日 躍グ/1」 56,戸罪奉】雲ア事

‐
どで五十く服

'警

きができない入への保健子目導 57)座位をとりづらい入への口打翌ケア
~

58)首の攘ぬ・回転があまりできない人の口潟空ケア 59)音をいつも出し入れし、緊張するとさらに強くなる人の日腔ケア 60)認知症のある人の回腔ケ
ア Gr)意織段章害があり、口腔ケア用品を入れると,歯 んでt′まう人の園腔ケア 62)病いところがあっても、訴えることができない人の口麓ケア S3)残の
処理が自分でできない人への日腔ケア 64)経 管栄養中の患者のEl腔ケ765)挿管中の患者の口駿ケア 6o)「l腔癌患者の治祭前のEl腔ケア 67)
園殺癌に対する1ヒ準森法、放射線治擦時の日腔ケア

8園 目

r応用観 身体に障害病気のある方の口腔ケア2」 68)出血傾向にある患者の口腔ケア G9)有熱患者のにl船ケア ク0)織漂務患者の確腔ケア 71,心
疾患患者の経書縫ケ772)血液'疾患患者の口腔ケア 73)ベーチェット病患者の目腔ケア 74)口 ll空カンジダ症がある人の「l腔クア ,6)MkSA患者の

「 l腔ケア 76)抗てんかん薬舜風用者の口昂空ケア 77)日 腔内に外傷のある患者の爾腔ケア 78)矯こ装置を壊着している人へのEl腔ケア

9回 目 健康教育について 連i科綺生士の関わり方

10回 目 メタボリックシンド働―ムとは

柱回目 喫煙と薗周病

12回 霞 健康寿命の延伸とフレイル予防(業養指導・運動指導含む)

13回 目 症例検討(数値の理解・アプ霞…チの方法`医療画,多・指導者としての姿勢〉

14回 目 身体活動のメッツ 試験対策

憲5回 曇 試験対策

準備学習
時闘外学習

●予習・復習の実践
●体柱日を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評1面方法

●授業態度
●出席状況(667'も 以上)クリアで定麹試験受験可
●定期試験(60%以 上〉クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

内科疾患 金身症状とロ 内

この 1こ は 、 に1本

えねことが熱しくなるため、
腔サすのェ|ミイヵ卜を知る

そしてロ とで 腔 内だ1ナ でなく

守や富翁
=σ

〉口腔内の鶴題や口

監世出懲慕零●役竹 k傘 考露】

散千1書 〔永末書店「右病者饉l科学」



2024年度 授業概要
学 科 : _ _迪 秘衛生輩科

科露名
(英 )

栄養指導

( Nutrition Education )

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 本村

実務経験 O

援業
形態

講義
総時閣
(単位) 2

F,,身 講区分

,課.日・時限

後期

ヨース 火曜、3時眼目

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、矢n見を有する教長が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

栄養学の基礎知識と栄養指導および食生活指導の実技について習得する。
※授業媒体として

'ま

主にスライドを活用し治療の流れがわかるような工夫を行う。
※食事形態の体験実習を行う

※案務経髯女圏線
。01'8西 日本医療福率止総合センター勤務 2001,9～ 20047老人保健施設シルパーケア玄洩勤務 2004.8～ 20034老 人保健施設サンドリーム

【至1連自標】

Э栄養学および生化学を学ぶ目的をX理解する
②栄養学および住化学を学ぶ意義を差理解する

授業計画・内容

1園 目 「栄養学の定期」「人体織戒成分と栄養J疾病予防と食習慣、、栄養指導の必要性、人体構成成分比率と栄養素の種類

2回 園 「光合成と呼吸』「五ネルギー産生Jエネルギーの獲得・産生・代謝、アトウオーター係数の理解

3回 日 r精賞の分類とその構造Jr糖質の消化吸収どr縮質の代謝、概要」糖資の分類・種類、構造を理解し消化吸収の理解へ結びつくよう解説

4回 目 「食物繊維σ》働き」「甘味料の種共質J甘昧料の種類とショ絡の甘さの比較

も蘭鶏
「たんぼく質の構造J「アミプ薄費の構造」「代言瑠f概妻 たんぱく質の働き,「 消化吸収」rたんは〈賞め兼養価停L」

~死
万ぼ電瓢研爾霞重詞覇躍顧西膏死ラ市

酸と非必須7ミノ験、卵価。人乳極=アミノ駿スヨア、アミノ酸補足酵素、動物性たんぱく賃比

6回 謝
」 , ル、LDtコ レステロープ

レステロール、脂肪談の種類と血溝脂質への影響、贈溶性ビタミシと水溶性どタミン

7回 霞
fビタミンの分類」「ばタミンの働きと不足による症状」「ミネラルの種類と働きJF5六 栄養素のまとめ」ビタミンの機Bき 欠芝症 各ど

'デ
ミラT夢罷頭夏ぎ

~
品、ミネラルの働き 欠乏症 ,肖 化

'及

収 I る因子 卜)

8回 路 「食事摂取基準」エネルギー所要量・基礎代謝・生活活動強度、運動によるエネルギー消費、ビタミン・ミネラルの食事摂取基準

9回 目 「白本人の食生活とその問題蕉,食事摂取状況、栄養素摂取状況、食生活指at

10回 隠 「食品の成分」「基礎食品群」成分表の使い方、6つの基礎食品群

11回 目 「食品と栄養素含有量J「 食品とう蝕」「嘔F爵の量要構」ショ糖摂取量 pttl爵 の有効性

12回 国 「ライフステージ男l孝七幼児 幼l戸,期 高齢期J離乳の進め方、間食の与え方、p量婦・疎下困難者の食事

13回 自 r疾患とホルモン調整 ①血縮調飾 ⊂2)血 騒剖鱒 ③血中カルシウム濃度 縮尿病と血糖調喪市、高血圧とれ旺調節、血中カルシウムの調節

14回 目 「アルカリ性食品と吾食性食品Jアルカリ性食晶と酸性食品

朽回 目 まとめ及び定期試唇父

準備学習
時F口弓外学習

●予智・復習の実繊
●体調を整え、欠席をしないように心掛 tする
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(6670/6以上)ク リアで定期試験受験可
●定期試験(60%以 上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科衛生±1よ

=l腔
という食物の入りElか ら健康を考える専F電職であり、職務の1つとして栄養指導を行うことから栄養学を学ぶ。食物として撲取した栄

養素寄、私たちはどのように消化・口及収し、エネルギーをよ螢得し、必要な物覧を合成するのかを生化学で学び、と化学で得た知識を基盤に、高度な内
容の兼養学を効果的に習得する。

【使用教科書・教材 k参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「栄養と代訪

'J
プリント配布



2024年度 授業概要
学 科 」 歯科衛生士科

授当教員 中村 恭子必修

選択
選択 年次 2

実務経験 O
科自名
(英 )

審美歯科

( Assthetic Dentistry )

ヨース

授業
形態

諾義・演智
総時閣
(単位 )

15

1

開講区分

曜日“時限

前期

月曜、2、 3時限目

藤の種類・カウンセリングおよび治察前被査・治療の流れと診療補助について学ぶ

習『ホームホワイトとンク“実習』模製作成―カスタムトレー作成→薬鳥塗布→憩者指導の一連の流れを実体験することで学習したこと書体得する

※実務経験

る教員が、どのような授業を実施するのか、1授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、 こ記載する

審美驚科で行われる様々な治療についての知識、診療内容を理解する。

【到達露擦】

美臨科における歯科診J疑補助,歯科衛生との役割について理解する

ホー‐ムホヮイトニンク
・
実習』において実体験することで身に付ける

美歯料治寮で重要な位置を占めるハイジエストワークについて理解を深める

1回 1ヨ

2回 目

r審美歯科 ハイジエストワーク・ベーシック」カウンセリング・ヨンササけ―ションの基本、審美歯科治療の成功の鍵、概影言p家探得と石書注入の基本、DHと して
つておきたい惨復韓稿綴関連器材の特性と注意点、CR充填騰のアシスタントワークについて理解する

3回 目

4鐵 目

「カスタムトレー作製のための模型作製実習」全顎E「 象保得―硬石斉歳入→トリミング、※各自、自分の4賞型を急者の模型と興,立てて作製する

5劇 自

6回 目

T審美蘭科 ハイジニストワーク・アドバンス」審美性をはかる基準、プロヒ・ショナ,ルλトレーションの役割、7階密Fp象採得を支えるアシスタントリークトホワイト盆ング
成功の韓、接着操作時のアシスタントFこついて理解する

7回 磨

8回 F豪

「ホームホワイトニンゲ カスタムトレー作製実習ョウルトラザントによる業者実習

カスタムトレー作製→案剤の体毒負→患者指導

9回 霞

Iθ 園踊

「症例から学ぷ審美性を維持向上させるハイジエストワーク1審美性を維持するためのフ
・
うッンシゲ指導、補線物や軟組織へのダメージを最小限rこ押え

た歯周基本治療・メンテナンス、r目 的」としてのホ,イ トエングから「手段どとしてのホワイトニンク
・
、健康で美しいEl腔を実現するためのヨミ燕ニケーション、メン,メン

ス時のポインHこついて理解する

準備学習
時常毎司外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉 B会の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況 (kゝ$7%以 上)クリアで定期試験受験可
●レポート評価(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセー…ジ

【磐美歯科】では磐美饉科治ザ寮の効果を最大限に31き出し、それを維持するために必要な知識と技術について勉強します。

教科書t露歯薬歳版 デンタルハイジーン別織 歯科衛生士のためど)審美歯科入FR

【使用教科書・教材`参考書】



2024年度 授業概要
撃 程 : 士 科

惨
択

必
選

選択 年次 2
首 潔

0
園

英

名

，

科

く

インプラントアシスト

( lnplant Assist )

ヨース

業
態

授
形

講義・演習
総時斜口寺
(単位)

1帝

1 1時限目

開講区分

曜日・

る欠損補綴のインプランHこついて知識と技術を理解し、外科的処置を行う歯科診療補助の知識を習得する。

【授業の学習内容】 、どのよう の

1997.4～ 1998.2九 州1大学歯学部付属病院勤務

ンプラントについて知識と技術を理解し、外科的処置を行う歯科診療補助の無識を惨得する。

卜治療におけるメインテナシスの重要性を説明できる。

【到速自標〕

1回 目

2回 目

【インプラントの基礎矢ll識】「インプラントの基本構造J基本構造、手術方法 rィンプラントの天然歯の共通点と相進点1周露l組織の構造 「インプラント
と骨の関係Jオッセオイン,グレーション、オッセオイン,グレーション確率の判断、骨の分類 「インプラント周囲疾患」インプラント周囲格膜炎、インプラ
ント周盛l災 、インプラント撤去になる場合
【インプラントのための

=ョ
ンサルテーション】「治療まで(夕)流れ」「議者へのコンサルテーション」ヨンサル,―ションとは、インプラントにお1するヨンサル手―ション、治

療希望のかイミング

3回 自

4回 目

r全 身・口腔状態についての情報収集」「歯科医師による診断と治察計画の立案」「インフォームド瑠ンセントJ適否の診断、治療計lalに必要な資料、
手術法の選択、患者への説明、提供すべき情報、同意書の作製

5回 自

6回 自

【インプラント手術にあたりD
術直前の感者対応F手術室 こつ

シ

ベ 「てさ‖がお おく き と】 ケア術前患者への対応」ホーム ! ↓つ てヽえ 生食事と 活 I 関す
「の 洗し ロゲ ブ し手の器具率備 手術室の」 毒と準備,肖 術衣 ! 」てヽ 手洗し準備

r 「し 式術 イ プラン の術につ手 て 手術」 者中の補助 役割の術後のB死衣 卜補綴 手術後 患 への対者 術直後応」 糸抜 で のま 指導、園腔衛生 食事指
上生 活 注意事項の導 、

7回 目

8回 目

とインプラントのメンテナンス】「メンテナンスにおけるリコール」リコールの重要性と間隔、リコール時の施術の流れ
rメンテナンス時の感染予防」「リコール時の要観察,確認事I負 」悪者自身の違和感、患者自身の違和感、動揺度、プロービング、エックス線写真、残存
歯の評1画 、歯石沈着・デラー

'付

着の状態の確認、義歯の管埋
「メン,ナシスにおけるフ

・
ラークヨントロールと患者指導」ホームケアの重摯メ性、ブラッシングとホームケア指導「メン,ナンス時のディブライドメント」プラークと

歯石の分類、超音波スケーラーによるスケーリング、ハンドスケーラーによるスケーリング

準備学習
時P目日外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
●勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66.7%以上)ク リアで定期試験受験可
●定期試験(6◇ 路以上)ク リアで科園単位取得

受講生への
メッセージ

歯科衛生とはインプラントのメインテナシスにおいて、大きな役割を学日ってぃますθインプラントの長期成功のためには、歯利衛生士による四月空内環貴斉
のコントロールが欠かせません。歯科衛生士として必襲なインプラントの知識と技術を修得することが不可欠です。患者さんのより良い人生に貢献でき
る歯科衛生士として活罐してくださいぅ

【使用教科書・教材・参考書】

数科書:医歯築出版 歯科衛生士のためのインプラントメインテナンス



2024年度 授業概要
学 科 歯科衛生士科

科観名
(英 )

地域保健活甍
'J

( Activity of Rettional Heaith )

必惨
選択

必修 年次 1

担当教員

実務経験

授業
形態

議義
総時間
(単位 )

13

1

開講区分

自ヨース

【鰻業の学習内容】 (※実務経験のある教員、矢韓見を有する教員が、どのような手受業を実施するのか、具体的に寵載する)

地域住民の健康のl果特及び増進に寄与するための「地域保健対策の推進に関する基本方針、保II竃
Pた の設置その他地域保健対策の推進に聞し基本となる事I員 J

の基礎的知識を習得させ、地域歯科保健指導の資とする。

※実務経験

【到達目標】

歯科保健活動に必要な地域保催活動の準拠となる「地域保l建法及びその活動」の概要を習得する
地域保健滞颯

')の

全体像を知り、地域保健滞動に寄与するための歯科保強化y指導の役割を理解する

授業計画・内容

:回 目 健康にかかわる地域の役割(地域保健法、地域保健活動の概要)について理解する

2回 目 地域保健,こおける重要な概念と歯君保機の取り組みの変遷について理解する

3回 目 公衆衛生と歯科保健活動(母子を対象とした保健活動)1こついて理解する

4回 霞 公衆衛生と歯科保健活動(児童・生徒を対象とした保縫活動)

5回 毒ユ 公衆衛生と歯科保健活動(成入を対象とした保健活動)

6園 自 公衆衛生と歯科保健活動(高齢者を対象とした保健活動)

7回 目 公衆衛生と歯科保健活動(疾病・障がいを持つ方を対象としたl素健活動)

8回 雷 公衆衛生と歯利保健活動(世界での保健活蜜あ)・ まため

9回 目 定期試験対策

準備学習
時F料嘉外学巻環

復習の実践
え、欠席をしないよう1こ心掛ける

1と

評価方法
●授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)ク リアで科自単位差伊得

受講生への
メッセージ

【地域保健活動】は社会医学系に属する学問として位置づけられていますc ttFη 基礎分望予にあり「歯,国 腔の健康と予防に関わる人,口身と社会の仕組み」
の一部を学びます。憾康を左右する環境について琳解し、次いでlttl人 を対象とした口腔の1建康と予防について理解する。そして、集囲を対象とする地
域保健活動の在り方と、他職種と歯科衛生士と歯科衛生士との関わりについての理解を深めて欲しい。災害時の苗科保健医療に関する概要を学び、
彼災地における歯科衛生士の役害Eや必要な心構えを理解したうえで、適t刀 な支援活動についても盈オ強します。

【使用教科書・教材・参考暮】

教科書 ,医歯薬出版 歯科衛と学シリーズr保健生態学」「歯科予防処置論・薗科保健指導論聾



2024年度 授業概要
学 科 歯科待生士科

担当教 公 一惨
択

必
選

必修 年次科日名
(英 )

歯科材料学

( Denta卜 goods Loarning )

]一入

業
態

捜
形

講義Ⅲ実習
総時間
(単位)

開諭区分

曜爾・

後期

木曜、1時

の電工学的性質'特性を学び実際の取り扱い方を習得する。また、その性質特性を知つたうえで材料を取り扱うことで、スムーズな診'凍補助を行うこ

のの学智内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、ど

際院で,よ 多種多様な材料を取扱う。

用いられる主要歯科材料の種類、基本的性質および標準的な使用法を習得する。

【到達層標】

自楳①薗科治療で使用される材料の種類と基本的性質を説明できる。

標②歯科治端〔で使用される主要材料の取扱いができる。

授業計画,内容

1回 目 J歯科材料と協科衛生士rr4適科材料と基礎知識J金属材料、無機材料、有機材料、複合本B糾

2回 目 「歯科材料の,片要性資」口腔内で使用される材料、口腔外で使用される材料

3回 霞 「歯科材料の基本的性質」機械資性質、その他の物理的性質、科学的性質、生物学的性質

4園 露 r歯程衛生にかかわる材オ|」 歯面研磨斉J、 小嵩裂溝填墓材、主な口腔清掃用具

5回 目 「印象材ど印象材の種類と用途、印象材の組成と特徴、Fp象材の一般的性質

6屋盪ヨ爾 「模裂用材料1石膏の種類と用途、取り扱い、石斉の一般的性質

7回 園 「合着材・接着材J合着材の種類と漁途、接着性レジンセメントの種類と用途、合着材・機着材の一般的性質

8囲 爾 「形成修復材」形成惨復材の種類と踊途、形成修復材の組成と特徴

θ爾目 「板封材」仮封材の猿鞭と用途、仮封材の組成と特徴

19園 目 r暫閣惨復材と仮着用セメント」管F日1修復材の用途・種類、仮着用セメント、種類と用途

11回 国 「ワックスJワックスの種類と用途、ワックスの一禽豊的性質

12回 目 「金属1金属の用途と種類

13回 目 「セラミックス」セラミックスの用途、歯冠修復用セラミックスの分類・種類・性質

再4回 目 「その他の材料」 4ヽ 見歯科にかかわる材器、歯科保存にかかわる材器、歯科矯止にかかわる材料、歯科補綴にかかわる材料

15回 目 まとめ及び定翔試験対策

準備学習
●予習・復習の実践

外学習
え、欠席をしないように心掛ける

習慣化

評f雨方法

●殺崇態度
●出席状況(66,7%以上)クリアで定翔試験受験可
●定)魂 試尊父(60%以上)ク リアで科日単位取得

受講生への
メッセーン

曲科攘韓に憔いて
'歯

科材料」にかかわる知識は必須で、歯科医師や
科材料Jを知っておかなければ歯科衛生輩としてのミッションは桑たせ

歯科猿工士との専F弓 的な情報交換や感者と
淳ヽせん。歯科衛生士自身も「歯科材料Jを用し

の ションにおいても「函
てヽ診瞭の補助や予防処置を行わ

なければなりません。多くの「歯科材料」の種類、目的、用途についての知識をもつていることが衝科衛生士としての資質を高め、業務を円滑に行うこと
につながります。

【使用教科書・数材X参考書】

教科書 i屡歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「歯科材料 ,



2024年度 授業概要
蜂 れI: 科衛生士科

担当教員 (株)医療事務サービス修
択

必
選

必惨 年 次 2

実務経験
科調名
(英 )

診療報酬請求事務

(Medicat Processor Basic) 後期

ヨース

授業
形態

識義'演 習
総時間
(単位)| 2

開講隠分

曜田・時限 土曜Ⅲ2“艮目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に言と載する)

診療報酬事務の基礎知識をもとに歯科医院で臭際に必要となる技能を掌ぷ。

※実務経験

ルチの読み方や医療保険制度の仕組みやルールを理解し、レセプトを正しく作成、医療費を算定する。

園

な症例を用いてルールを看里解する。

授業計画・内容

1・ 2回 目 医療事務既諭

3・ 4回 目 歯科医療の点数解説④

5・ 6園 目 曽科医療の点数解言覚②

7・ 8回 目

910回 目

カル予症1,l(う蝕・歯範炎・根尖性歯周炎)

11'12回 目 カルチ症例(架 五義歯)

13■ 4回自 カルテ進例 (有床義歯)

15・ 16回 磨 カル予施例(薗周炎〉

1,・ 13園 目 カルテ歳例(手衛。その他)

19・ 20麟粛 カル,症例(雀宅。その他)

21・ 22闊 目 冨平価,スト

準備学習
時間外単習

●予習・復習の実盟麦
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法
●授業態度
●出席状況(66.7%以上)クリアで定事胡試験受験可
●定期試験(60%以上〉クリアで科目単位】子X得

受講生への
メッセージ

【診療報酬請求】とこよ、医療機欄が患者に施した処置について、決められた点数をレセプトに記載し診養i支払機関に請求することをいいます。患者は
健康保険により治療にかかつた金額の一部のみ(最大8割 )を負担しています。残りの金額(7割 )を保

"女

者である市
'4r村

や保隙組合が医療機関に支
払つているのです。みなさんがl動く歯科医院も同じような仕組みで成り立っており、診療報酬請求がきちんとできなければ歯科隠院|まつぷれてしまいま
す。大事なことですから、臨床実習での処置を思い出し、ぜひ興味をもって受講してください。

【使用教科暮 教ヽ材・参考馨】

カルテ用語解説集・症例集・診療報酬点数早見歳 玉～V



2024年度 授業概要
議単 科 I 士 科

糧当教員 矢野

'金

子修
択

必
選

選択 年次 1

実務経験
フィエッシング

( Finishing )

科目名
(英 )

後期

ョース  :

授業
形態

滅習
総時間
(単位)

1覇

1

開講区分

曜日,時限 火曜、4時限目

〔授業の摯習内容】 (※実務経吾寃のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

社会人として必要な基本的なマナーを習得する。
0身だしなみ"挨拶・名刺交換②臨床実習でのマナー③就触活動(見学,面接時のマナー④来客応対や電話応対③敬語の使い方
面―ルダレインゲやク

'レ

ーク・ワーク今取り入れながら学習を進めてい(

※実務経験

(見学や爾接)時のマナー、接客や訪間時のマナーを理解し実践につなげることができる

I勢1通 目

こ自分審観察し身だしなみを警えることができる

拶・連絡・報告"相言炎が出来るようになる

上の人との会話の中で散語を入ムーズに使えるようになる

授業計画・内容

回ヽ目 「基本のマナー」基本の身だしなみ、社会人としての心機え、エレベーターと廊下のルール、ホウ・レン・ソウの実行、オフィスでの人間関係を理解する

2回 臓 「会語のマナー」敬語をマスターする、電話のルール(か ける・うける)、 携帯電話のルール、メールのルール
'こ

ついて理解する

3回 自 「接客と訪問マナー」おじぎと挨拶のルール、自己紹介(名 刺)の ルール、スマートな接客対応、訪閣するときのマナー(実習・見学・画接)をと鍵解する

4団 鐵 「会議 ,接客のほl―ルプレーイング」

5tttl劇 「ビジネス文書Jビジネス文書の基礎知識、社内文書・社夕1文書工機交文馨について理解を深める

6園 目
;冠ユ曽葬奈のマナー,透増纂祭の予備知識、お見舞いとお4兄いの礼鱗、越夜・告殊ll式での振る舞い・服装、杏典の基礎知識、宗派ごとあ献花瞬香を
学ぷ

了回目 「食事のマナー ,テーブルマナーの基礎知識、お店での府次と蒲席、日本料理・叢洋料理・中華料理のマナ ‐
,こついて理解する

8錘碑ユロ 「

'一
ブルマナー研修」ホテルでの会食でテーブルマナーの実践(フランス料理)について理解する

準備学習
時間外学習

●予習 r復習の実島竜
●体調を整え、欠席をしないよ引と心掛ける
0笠狂強の習慣化

評1両方法
el畏業態度
●出席状況 (66ィ ンゆ/o以上)ク リンで定期試験受験可
●定期試験 (60。/o以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

学生時代と違つて社会にでるとき様々な年代の人と出会います。歯科衛生士科の学生は在学中にまず、臨床実習という目上の人ばかりの社会に出る
ことになります。『敬語が使えない』『挨拶ができない』『報告ができないて1など様々なケースにぶち当たるでしょう。学生のころと同じような言葉使いや行
動では通用しないのです。この教科では医環従事者としての身だしなみ、挨拶の仕方、敬語の使い方などを実践を交えて学びます。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :新星出版ネi図解まるわかリ ビジネスマナーの基本



2024年度 授業概要
学 科 : 士 科

科自名
(英 )

メイク

( Make―Up)

必修

選 択
選択 年次 |

擦当教鼻:     中時 裕業
案務経号父:

授業
形態

演 習
総時PBl

(単位)

1こ

1

開講区分

口 月曜、ヨース

【捜業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記蕪見する)

医療従事者の身だしなみとしてのメイクを習得する。

※実務経験

【至ll達 目稗】

好印象を与え、消潔感のあるヘアメイクを女博り、現場かつ自分に合うナチれラルなヘアメイクが自分で出来るようになる。

授業計画・内容

1翻 目

好葺「象を与える現場に合うヘアメイクとは何かを知る
弱見在の自分のヘアメイクを知る(写真を撮っておく)

自分の顔のパランスを知る(ゴールデンプロポーションを知る)

自分の顔のア`ランスの黎え方・方法を知る

2回 目
「ペースメイク」 (コントロールカラーニフアンデーション・

=翼
ンシーラーなど)

顔型の補正、肌トラブルのカバーの仕方を賞える

3回 目
「アイプロウ」
l目 のイメージ プロポーション、描き方を賞える

4園 目

「アイメイク」(アイシヤドウ・アイライン・ビューラ…'マスカラ)

日幅(タテ・調コ)、 目と目の問編のパラシスを整える方法を知る
イメージに合わせた色猿びを知る

5回 目

「チーク・リップJ

チークの位置、形を覚える
リップのブロポーションを覚える
顔型やイメージに合わせた入れ方や色選びを知る

6回 霞
rヘァ」
清潔感のあるヘアスタイル、まとめ髪の仕方を覚える

7園 目
rヘアとメイクJ

トータルで仕上 Iザ る(自 分に似合うよう,こ 印象よく仕上げる)

a醸 璃 「試験頭今まで惨得した知識と技術を活用し自分に合つたEF象的でナチェラルなヘアとメイクを仕注げる

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を建え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法
●授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定期試験受電貪可
●定期試験 (609ね 以上)ク リアで科国単位貌得

受講生への
メッセージ

社会人にとってメイクをすること1よマナーでもあります。そして医療従事者となるみなさんは、患君様に安心感や清
ません。医療従事者としての身だしなみとはどのようなものかI墨解し、患者様に不快感を与えないようなヘアー、メイクを身につけましょう。「歯科衛生
士Jと してだけでなく、r女性Jと して輝もヽてはしいと思います。授業回数が少ないので欠席のないよう体調管I豊に気を付けてください。

【使用教科書・教材・参考書I

1寺になし



2024年度 授業概要
学 科 : 箇科衛生士科

ILC担当教員

実務経験

修
択

愁
選

必修 年次 1歯科英語

DentaI Eng,Ish

科目名
(爽 )

1日

Fデl講区分

共通ヨース  :

授業
形態

議義
総時間
(単位 )

30

英語での基礎的な治療内容の説明ができるようになり、必要な専門用語を英語で理解できるようになることを目的としたクラスです。
クリ五ックヘの電話予約の対応、治療時の説明、歯のお手入れについての説明などに必要な表現と語彙を学びます。

実務者経験:中高学校教諭一種免許状を取得し、19年間英語教自市としての経験をもつ。とに医療関係の専F弓英語、一般英会議

【授業の学習内容】 ※ る)教 の るのか、

業を担当している。

衛生士としての急者に対応する際に必要な基礎的英語表現を使つて話すことができるようになるひ

【到速爾標】※rOOができる」という形式でど記入をお願いします。

士としての業務に関連する英単語を身につけることができる。

授業計回〕内容

1回 目 Unitこ Appの intmont 電静予約7)対応が典議ででき/,よ うtこ なる

2回 目 晩を1↓ 2 At t益 o Rettptioれ うどSk 期紗粟「ヽ、の社と入を依頼 した り、確認をすることができるようになる

3園 圏 b)王 13B(1す ore thc'すroatmont l 診泰立)油 、競軒4‡■必要な指示を実静でできるようになる

4回 目 どnit 4 At tllo黛 c● o,tioれ 妙●3贅 診容後の受付で分対ぶができるじiう 1■ なる (了 約ヽ、来7)三すをllノ l、 資言1時 )

5回 目 ,lt,i5は clol・ G ttho tretttttGnt 2患 若α〉様予や左状の変 Fヒ を英語で韓ねむことが できるようになる

6回 目 」nit 6 Takttng thつ X‐ rarレン トダン餘影のラ4置,,を説 lt'11´ 、案ダ1や 41害書tこ ついて話B“ ことができるようtこ なる

7園 自 今までの復習

8回 霞 ど岸
'単

7わol,tal↑ Br,歯の手入れ無ついて就lllす ることができるようになる

9園 臓 91kit 8 1捧w to BIuこれ Yodx tocth 歯 ,答 志 そこ今 ↓Iて 競 り:す る こ とが で き る よ うに な る

10rttR爾 Unit 9 Snoking and iaittI蟹 1lab i`d生活習撲 i工
′
1)lY 

Ⅲて絶誌をと、その影響 ,こ ついて,舌すとをが でなるようにィ井た`あ

11儀瞬』曽 υttit 10 11ow t()pr゛ vB,t Gllm Dist)as,障す巌子病す)予的と治療に0いて話ができる.恒 うtこ なる

12回 園 U■ it,11)enta1 1lcalth cr lnf.ntε 平|"J児のワトの■人れとと◆とヽ (説り|力■で占るよう年なる

13回 目 thiit 12,cnta:‖ゃな1↓ :,Aは
'v'と

すof 館の健 ,そ のた跡の,青勤 tr役 立′ヽ,説呼1が できるよう|こ なる

14回 目 ど,1と ,3 Ai att Alultt Daycar● Colltor爾 の体擁や聴液腹のイΥ7‐サ~ザυlう説明が 李なるようになる

15Eコ4目

準備学習
時間外学習

(頑 標ψ ,こ く
'9横

票を覚 fす るに Iよ 、可鵡であれ 〔よ挙 印rにテキストに口を適し、分ア)｀ らない単語 や豪 税があれ fま 調べておくことが望ましい。

(日 根②)こ の緩業を受けた後は、必ずまたテキストに目を通し、復習をしてくことが望ましい。昔′'環も事前に関くのが望ましい。
時間外学習は①と②及び、将来外国人と接する際、必要なフレーズを使用してコミュニケーションが取れることを想定しておくことが望ましい。

評価方法

定鶏試験にて知識・枝能の工11還コキ1耐lを行う。
●定期試験 (100%)
上記にて成4責評価を行う。

受講生への
メッセージ

この政栞で1よ 、理科徹笙■の票務に関する基不岡な巽語表現を
~子ひ、識算を身につ|す られるよつ、テ千スト1寸 属の音源看清用しながら学習していきま

す。
授業においては、ベアリークやワークシートなどに進んで取り組むことが望ましいですc

【使用教科書・教材・参考書】

En摩

`h歯
科英語の練習標【萌文書林】

習 試験準備



2024年 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

担当教員 本村 重栄子修
択

必
燦

必修 年次 1

実務経験
生化学

( 1)icchettistry )

科目名
(英 )

ヨース  |:

業
態

捜
形

講義
総時Fttη

(単位 )

15

|

開講区分

曜 ,ヨ
r時限‐

後其弱

火曜、4時限目

【親業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

1年次前期に習得した化学の矢職識を生かし、生化攀の響〔業に繋げて考えることができるよう1こ授業展Fヂヨする。そして生化学を通して栄養指導のできる知識を習得す
ることを自的とする。スライドやプリントを使用し知識の整理をする。

9ヽ986～ 2001,8歯 日本藤療福祉総合センター勤務
※実務経験 20019～ 2004_7老人保イ建施設シルバーケア玄海蜜力務

20048～ 20∝ 4老大保健施設サンドリーム四川よ態務

【コI違 目

よび生化学を学ぷ目的を理解する
よび生化学を学ぷ憲転を理解する

授業計画・内容

1圏 倒 生化学とは 総胞の内容物についてI霊解する

2回 目 細飽の構造と役割 細胞膜の構造と物質の輸送について理解する

3回 用 主体内の水 細胞内器官の名称と働き、主体の水分含有最と体内移行について理解する

4回 目 水の化申とは何か理解する

5囲 園 主体の主要な分子と働き 緩衝作用と緩衝溶液、たんばく質の特徴と酵繁茂応について知識を深める

6回 園 ホルモンについて知識を深ある

7圏 国 生命活動と代謝 縮賛・掛雷賞工核酸,熟機賞、消化とp表収、絡質`用旨質Ⅲたんぼく賞の代謝について理解する

8鐵 調 結合組織の生化学 たんぱく賀くダ)合成過程、血中絡濃度の調節機構、憩ラーゲンの合成過程・エラステン、プE】子オグリカンについて理角4する

準備学習
時間夕ヽ学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように′b掛ける
●勉強の習I貧 1格

評l函 方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)ク リアで定期試験受験可
●定期試毒父(60%以 上)ク リアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

近年、栄養学iよ急速にその基礎を■1と学に求めつつあるθ食物とし
物質を合成するのかを理解するために1よ生化学の知識がどうしても

て摂取した栄養素を私たちはどのように消化・吸収しエネルギーを獲得し、必要な
必要である。さらに、歯科医学が健康科学の一領域としてB)]確 に認識された現在

では、El腔を尊謝として扱う歯科衛生士であっても、と卜という生命全体の形態や機能を帝望解することが求められてとヽる。先に化掌・生化学を習得し、つ
いで生化学で得た知識を基盤にして栄養学を習得することが望ましい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書:憾商薬幾版 歯科衛生学シリーズI栄養と代謝J

ブリント香こ布



2024年度 授業概要
学 科 t 科衛生士科

―担当教員 木村 二栄手修
択

必
選

必修 年次 1

実務経験
科目名
(英 )

口腔生化学

( Oral BIochemistry )

ヨース

業
態

接
形

諾義
総時間
(単位)

15

1

開講区分

躍日・時限

後其湾

火

【殺業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

1年次前期に習得した化学の知識を生かし、国腔生化学の授業に繋Iザて考えることができるように捜業展開する。そして口腔生化学を通して栄養指導のできる知識
を習得することを目約とする。スライドやプリントを使用し知識の整埋をする。

※案務イユi敏 醤絆瓢覇舒
01｀8函 日本睡)森福祉総合センター勤務 20019～ 20047を大保l建施設シル′`一ケア玄海勤務 20048～ 2005,4老人保健施言負サンドリーム

目標】

よび生化学を学ぶ目的をI理解する
よび生化学を学ぶ意義を理解する

撰業計画Ⅲ白容

i回 路 r歯の組成」協の無機成分、有機物について理解する

2回 目 「骨と歯の石灰化」石灰化機構とは概説できる

3回 目 「口腔組織とホルモン及びビタミン」血清中のカルシウムとリン談濃度のホル'モンによる誘節について理解する

4回 目 「口腔組織とホルモン及びビタミン」口腔組織に影響を与えろその他のネルモンやビタミンについて理解する

も園コ 「]垂液の生化学」について概説できる

6国 目 「歯の表面|こみられる付着物Jプラーク・べけクル、歯石・キレート作用について理解する

7回 とl

r歯の脱灰と溶解翼「免疲と炎症」麟蝕発生の仕組み、体液性免疲と細胞性免疫、抗体・アレルギーについて理解する

8回 鐵 まとめ及び定期試験

準縮学習
時F園1外学習

●予習X復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
●勉強の習慣化

辞1面方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)ク リアで定期試験受験可
●定期試験 (60%以 上)ク リアで科爾単位取得

受講生への
メッセージ

近年、栄養学は急速にその基礎を生化学に求めつつある。食物として紙取した栄養素オ
=私

たちはどのように消化・吸収しエネルギーを獲得し、必要な
物資を合成するのかを理解するためには生化学の知識がどうしても必要である。さら1こ、歯科医学が健康科学の一領域としてB月確に認識された現在
では、口腔を尊F路 として扱う歯科衛生士であっても、ヒトという生命全体の形態や機能を理解することが求められている。先に化学・生化学を習得し、つ
いで生化学で得た矢R識を基盤にして栄養学を習得することが望ましい。

【使用教科善t執材・参考書】

教科書,医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「栄養と代謗i」

プリント雷己布



2024年度 授業務光要
学 科 歯科衛生士科

担当教員

突務経験

必修
選択

選択 年次 2
井 口 星

科目名
(英 )

コンどューター実習

(Computer Pracuce)

ョー人

業
態

授
形

演 習
総時「F鳥

(単位)

翻講区′ノ
"｀

曜日・時限

納期

月曜、1時眼目

、どのよ るのか、具体 る )【捜 の 員

※

の 長、知 を有す

ンピュータの取り扱いを習得する
1/Power Pohtを 習得する

〔劉選爾標〕

本的なコンピュータ(Word/txd/Pcwer,oint)の 取り扱いを習得する。

Pdnt各 方法で資料を作成することができる。

授業計画・内容

1回 需

2回 露

3回 農

4回 自

5回 鸞

6園 用

「Word i 日本語入力の説 B,1、 フォルダ作成・usBの名莉変更、データの剰ピー&保存 練習作成、発表会「プロジェクトJ、 クリップアート・ベージ設定 `

罫孝泉・ワードアート、Word民果題提出

7回 目

8園 自

9回 目

10回 目

11回 日

「とxo』」Exd基 本説明、数式(SUM・ AVERAGE・ MAX・ MINな ど)、 縦驀奉グラフの作成、総合問題(表計算・メニュー・折れ線グラフ・門ゲラフなど)、 Exd課
題提出

12回 目

13回 日

14回 目

15回 目

「P Pdnt」 POwOr Polr滝の基本説明、アニメーション“画面切り管え・スライドの手多動と潮除、動画の挿入Ⅲスクリーンショット、スマートアートダラフィック、スライドの再和|

用、テーマ、スライド番暑の挿入、Power Pohtの 課題作成、Power Pdntの 課越作成&提出

準捕學習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を終え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習́i慣化

評lJ疇 方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)ク リアで科自単位耳又得

受講生への
メッセー‐ジ

現代の医療!ま .診断、治療、会計、情報管理などさまざまな分野でコンピュータが利用されています。また、院内発表や学会発表で使用する資料作成
や、院内マニュアルの作成など、これからパソ

=ヨ
ンで行う作業も増えてきます。このようなニーズに対応するために、基本であるWo側、Excd、 PP。わtσ )

探r牛 方法を一から学習していきます。パソ調ンの操作は、臨床実習のレボート作成や事業研究発表などすぐにでも役立ちますので、しっかり学んで活
用してください。

【使用教科書・教窮・参考碁】

yvord//Exe'ノ/POWer P(〕 int



2024年度 授業概要
韓 科

`

科衛生と料

担・当教員 今福 干明必修
選択

必修 年次 耳

裳務経験
科自名
(美 )

生物

( BIology ) 前 期

ヨー入

捜業
形態

栽義 鰤帥
P,舞講区分

曜倒・時隈 火曜、1

、どの る)

生物学を学ぷことで 理学を学ぷた
ン

基礎となる分野(身体における各器官系
卜と確認プリントを配布して進めていく。

学 I は専門基礎科 解剤学である 生I里学の の働きな が多数あるど) と解割学
り 理解を助ける 授業は捜業プリ

るのか、【殺業の学習内容

'(
員～知見を有する教員

標① :生物学の基本的な用語を理解し、賞える。
標②:解剖学・生理学におrする身体の器営糸について、導入部分を理解する。

【到違
霊つけるっ

1回 自 授業の目的および身体を構成する物質の性質を説明できる。

2回 自 細猪包の構造と機能および、内部環境の調節(細胞小器営)を説明できる。

e回 目 細胞の構造と機能および、内部環境の調節(や鵬胞分裂 他)を説明できるn

4回 目 組織・器営系、肺循環について説明できる。

5回 自 循環系(血液、心鳥敏の構造及び機能)について説明できる。

6回 目 循環系(リンパ)、 神経の基本白与構造及び性質を説明できる。

7回 目 感覚器 (観覚・聴覚r嗅覚Ⅲ味覚)について説日月できる。

8回 国 中簡試験(試験範囲:第 1回～第7回 )

9園 自 筋の構造及び収縮のしくみを説日月できる。

10回 目 エネルギー産生(好気呼吸・嫌気呼吸)を説8月 できる。

11園 目 消1と・吸収について説明できる。

12回 擦 腎戯における尿の生成とその役割を説翔月できる。

18回 鑽 恒常性維持について(自 律神経、ホルモン)説明できる。

14國 厨 遺伝の基礎を説静月できる9

45回 Fl 振り還り(9～ 14園、試験対策)

痒儲学習
辮閣外学習

l授 業準備は特に必要ありません。1園 、1,一マで授業を逍めますので、欠席しないよう,こしてください。
l受 業後は授業プリントを用いての復習、教科書でさらに知識を深めてください。
イメージがつきにくい構造についてはカラーの園説、特にフリガナが忘、つてある参考事を利用することをお勧めします。

評価方法
華記試験により成績を判断する。
筆記試験は2回実施し、学問試験50。/6、 期末試験50%の 害E合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

盛物掌から解剖学。と理学の内容へとスムーズに移行できるように授業を行うことを心掛けています。
内容や用講の読み方など1裔)でもかまいませんので、わからないことがあればぜひ資問してください。

【使用教科書・教材・参考要】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「生物学』
プリント配布



2024年度 授業概要
学 科 歯科衛生章科

担選教長

突務経験 |

必修

選択
必修 年次 1

堺 晃彦
科目名
(英 )

化学

(Chemistry) 前期

ヨース

授業
形態

講義
総時Pょュη
(単位)

|も

1

聞講区分
.

曜瑠・時騨長 水曜、3時限困

【授業の学習内容】 (※実鵜経験の 、知見 る教 る〉るのか、

※突務経験

(1章 )r物 質とは何だろう」基本的な物質の本性について学ぷ
(2・ 3章 )「 気体」「水1容液」について学ぶ
(4'5章 )酸化進元反応を含めたrfヒ攀反応Jに関して単ぷ
(6葦 )「 有機化含物とrよ 何だろう」右機化含物の基本的な構造や性質に1ついて、高等学校までに化学を学習してこなかつた学生も理解できるよ〕こする
(最終章)人体をはじめとした生体を形成している化学物質に関して理解し、生化学へとつな1ず る

【到連目標】

授業計画・内容

1回 目 l既論 イと学とは 1章 物資とは何だろう(元素と原子・混合物と純物資・1ヒ 含物と単体を説明する)

2回 翔 2章 気体について知ろう(アボガドロの法員1・ボイルの法則・シャルルの法則、ドルトン分離の法則、ヘンリーの法則を理解する)

3回 目 3章 物質が水に溶けるとは(水溶液の濃きの表し方(%、 ppm、 g、 節尋、そル濃度)を理解する)

4園 翔 4章 酸化と1よ 、遠元とrよ (香費化還元の定義・酸化剤遠元剤の定義を理解する)

5嗣 自
5章 1ヒ 学反応でfよ原子の組み換えが起こっている
(化学反応の速さを決めているものこ水素+要素t=ヨウ化水素、通酸化水素水が水と酸素に分解する反応を理解する)

6回 自 6章 有機化合物とは何だろう(有機化合物の持徴を説明する)

7回 目 7章 人をつくつているもの1ま 何だろう(水の性質を機説し、ヒHこおける水の必要性をi[望解する・水の溶媒特性(親水性・疎水性・水和)を説明する)

8回 目 まとめ及び試彗寅対策

準備学凄ョ詢

時間外撃習

●予習=復智の実践
●体調を整え、欠席をしないようにlb掛ける
●勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)ク リアで定期急式験受験可
●章末問題に取り絶み提出→レホ・―卜評価加算あり
●定期試験 (60。お以上)クリアで料調単位取得

受講生への
メッセージ

歯科衛生士教育においては、機科燃師と同様、理科
臨床で用いられる物資の化学的な背景を理解するこ
あり化学の基礎知識が必要不可欠である。また、化学を理解することにより、主化学・栄養指導の科園へと繋げていくことが出来るため興味をもって取
り組んで欲しい

【債層教科書・教材・参考書】

教科書:医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「1し 学J

プリント爵己布



2024年度 授業概要
学 科 歯科縛生士科

修
択

必
選

必修 年次 再

実務経験

矢断 隆子
科

=l

名

(英 )

コミュニケーション論 (CSU検定 )

(Communication Skt‖ )

火曜、自

開講区分

翼―ス

授業
形態

講義`演 習
総時間
(単位〉

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記裁すア。)   ~~~~   .
コミュニケーション論の概念・理念を理解し将来的には社会の現場で効果的かつ適切な痢ミュニケーション行動がとれるよう知識技術を教授する。
講義だけでなく演習・グループワークなども取り入れ参加型の授業を行う。

※実務経験

ミュニケーション論の概念Ⅲ理念を基に実競方法を理解する,

ミュニケーションスキルアップ検定合格。
況に応じたコミュニケーション技法を依解するじ

1回 目 信頼される援助者となるために(教科の目的と,受業法)構成的グループエンカウンター

2回
=l

自他理解のための集団体験学習 極値観の違いを知る エクササイズrク ルーザー i振り返り

3回 厨 入とコミュニケーション 翻ミュニケーション定義 3領域 コミュニケーションの種類を理解する

4回 爾 基本的対話スキル コミュニケーションのプロセス「聴く」の基本 上手な質問の仕方「語す」の基本を身に付1する

う囲目 ノンバーパルコミュニケーション グループでの会急きグループ会議の基本 まとめ

6園 霞 自己表轟見スキル 人間関係を円滑にする表現技術 困つたときの上手な頼み方 断り方を習得する

7回 目 仕事の上で必要とされる表現技術 仕事の基本 報告・連絡。相談 交渉 説得 ブレゼンテーションを理解する

8園 粛 自分らしさを知る方法 分析交流とこよる自己I墨解を深める

9園 自 アンガ‐マネジメント 怒りの感惜の学及い方 伝え方 まとめ

10回 翻 社会的スキル 対人行箋
'l挨

拶 敬語の使い方を習得する

11回 目 電話応対 訪問 翻罪 求ため ネ上会的スキルの基本と対人行魏|こおける
‐
夫践について理解する

12回 Fヨ 社会的スキルの実践 社外文書 手紙 メール FAXまとめ

13回 霞 サービスマインド サービスとすよ サービスの心得 対象者 サービスマインドの定義を理解する

14園 日 サーどスの基本 人 環境 プ鶴セス サーぼスの基本要素を壬露解す/。

5ヽ園 露 席期試験対策

準備学督
時間外学習

●予習・復習の実践
●体制を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慢化

綺T価方法

●授業態度
0出席状況(667。ノノ。以上)ク リアで定ユ魂試験受験可
●7月 中旬にコミaニケーシ衰シスキル7ック

つ
検定の実施

●定期試験(60。/6以 上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科衛と士が医療現場において業務fこ携わる際1こ必要な礼l義・作法などを理解すること1ま大切です。また、知識を生かして実践につな1ず ることも重要
となります。

【使潟教科書・教材・参考書】

教科書1滋慶崩版 コミュニケーションスキルアップ検定
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